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(57)【要約】
【課題】無駄な手間をかけることなく、単語の説明情報
を参照可能な通信端末装置、映像表示システムおよび制
御プログラムを提供する。
【解決手段】通信端末装置は、映像表示装置の表示部に
表示されるコンテンツに対応する二次情報に対応する単
語の説明情報を、辞書データから検索し、説明情報が検
索されなかった場合、説明情報を、ネットワークから取
得し、表示手段が表示する。
【選択図】図１７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを表示する表示部が設けられ、前記表示部に表示されるコンテンツに対応す
る二次情報を、データ通信可能な装置へ送信する映像表示装置とデータ通信可能な通信端
末装置であって、
　前記通信端末装置は、
　　複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する記憶手段と、
　　前記映像表示装置から送信される前記二次情報を受信する受信手段と、
　　受信した前記二次情報に基づいて、前記辞書データから、前記二次情報に対応する説
明情報を検索する検索手段と、
　　前記検索手段により前記二次情報に対応する説明情報が検索されなかった場合、検索
されなかった前記二次情報に対応する説明情報を、ネットワークから取得する取得手段と
、
　　前記取得手段により前記ネットワークから取得された説明情報を表示する表示手段と
を備える、通信端末装置。
【請求項２】
　前記二次情報はキーワードを含み、
　前記検索手段は、前記辞書データから、前記二次情報に含まれるキーワードに対応する
説明情報を検索する、請求項１に記載の通信端末装置。
【請求項３】
　前記二次情報は、前記表示部に表示されるコンテンツのジャンル情報を含み、
　前記検索手段により前記キーワードに対応する説明情報が検索された場合、検索された
前記キーワードに対応する説明情報から、前記二次情報に含まれる前記ジャンル情報に関
連するジャンル関連キーワードを抽出し、前記検索手段により前記キーワードに対応する
説明情報が検索されなかった場合、前記取得手段により前記ネットワークから取得された
説明情報から、前記二次情報に含まれる前記ジャンル情報に関連するジャンル関連キーワ
ードを抽出する抽出手段と、
　前記表示手段は、抽出されたジャンル関連キーワードを表示し、
　前記抽出されたジャンル関連キーワードは、前記抽出されたジャンル関連キーワードに
関連する情報を取得するためのネットワークアドレスと関連づけられる、請求項２に記載
の通信端末装置。
【請求項４】
　指示入力に応じて、前記抽出されたジャンル関連キーワードに関連する情報を、前記ネ
ットワークアドレスを利用して、前記ネットワークから取得する関連情報取得手段とをさ
らに備え、
　前記表示手段は、前記関連情報取得手段により取得された情報を表示する、請求項３に
記載の通信端末装置。
【請求項５】
　通信端末装置と、映像表示装置とから構成される映像表示システムであって、
　前記映像表示装置は、
　　コンテンツを表示する第１表示手段と、
　　前記第１表示手段に表示されているコンテンツに対応する二次情報を、前記通信端末
装置へ送信する送信手段とを備え、
　前記通信端末装置は、
　　複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する記憶手段と、
　　前記映像表示装置の前記送信手段により送信される前記二次情報を受信する受信手段
と、
　　受信した前記二次情報に基づいて、前記辞書データから、前記二次情報に対応する説
明情報を検索する検索手段と、
　　前記検索手段により前記二次情報に対応する説明情報が検索されなかった場合、検索
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されなかった前記二次情報に対応する説明情報を、ネットワークから取得する取得手段と
、
　　前記取得手段により前記ネットワークから取得された説明情報を表示する第２表示手
段とを備える、映像表示システム。
【請求項６】
　前記二次情報はキーワードを含み、
　前記検索手段は、前記辞書データから、前記二次情報に含まれるキーワードに対応する
説明情報を検索する、請求項５に記載の映像表示システム。
【請求項７】
　コンテンツを表示する表示部が設けられ、前記表示部に表示されるコンテンツに対応す
る二次情報を、データ通信可能な装置へ送信する映像表示装置とデータ通信可能なコンピ
ュータに実行させるための制御プログラムであって、
　前記コンピュータには、複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する記憶
部と、情報を表示する情報表示部とが設けられ、
　前記制御プログラムは、
　　前記映像表示装置から送信される前記二次情報を受信する受信ステップと、
　　受信した前記二次情報に基づいて、前記辞書データから、前記二次情報に対応する説
明情報を検索する検索ステップと、
　　前記検索ステップにより前記二次情報に対応する説明情報が検索されなかった場合、
検索されなかった前記二次情報に対応する説明情報を、ネットワークから取得する取得ス
テップと、
　　前記取得ステップにより前記ネットワークから取得された説明情報を前記情報表示部
に表示する表示ステップとを備える、制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信端末装置、映像表示システムおよび制御プログラムに関し、特に、コン
テンツを受信する装置と連携した処理を行なう通信端末装置、映像表示システムおよび制
御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、宅内の複数種類の装置間において、互いにデータ通信を可能とするための規格（
以下、異装置間通信規格ともいう）に準拠した装置が普及しつつある。異装置間通信規格
は、たとえば、ＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance）規格である。異装置間通
信規格に準拠した装置は、たとえば、テレビ受像機、ＨＤＤ（Hard disk drive）レコー
ダ、オーディオ装置等である。また、異装置間通信規格に準拠した装置は、一般的に、ル
ータ等のネットワーク機器を介して、インターネット等のネットワークにも接続可能とな
っている。
【０００３】
　また、ネットワークに接続可能な異装置間通信規格に準拠した装置は、リモコンで操作
可能な装置であるのが一般的である。そのため、リモコンで操作可能であり、かつ、ネッ
トワークに接続可能な複数種類の装置を、１つの装置で操作することが要求される。
【０００４】
　特開２００２－１３５８１０号公報（特許文献１）には、インターネット等のネットワ
ークに接続可能であって、普及率が非常に高い携帯電話等の通信端末装置を、ネットワー
クに接続可能な装置を操作するためのリモコンとして使用する技術（以下、第１の先行技
術ともいう）が開示されている。
【０００５】
　また、特開２００１－２７５１７３号公報（特許文献２）には、操作される機器（以下
、被操作機器ともいう）の種類に応じた操作画面を、操作側の機器に表示させ、操作側の
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機器を、被操作機器を操作するためのリモコンとして使用する技術（以下、第２の先行技
術ともいう）が開示されている。
【０００６】
　また、特開２００１－１３６５８５号公報（特許文献３）には、テレビ受像機に表示さ
れたＷｅｂページ内の複数のハイパーリンク文字列の配置位置の情報を、リモコンへ送信
する技術（以下、第３の先行技術ともいう）が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－１３５８１０号公報
【特許文献２】特開２００１－２７５１７３号公報
【特許文献３】特開２００１－１３６５８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　最近では、第１～第３の先行技術のように、携帯電話等の通信端末装置と、テレビ等の
映像表示装置とを連携させて使用する場面が増えつつある。そして、上記２つの装置を連
携させて使用することで、コンテンツサイトから、各種サービスを享受する場面も増えつ
つある。上記サービスは、たとえば、映像表示装置が、コンテンツサイトからコンテンツ
を受信するサービスである。この場合、映像表示装置は受信したコンテンツを表示する。
【０００８】
　映像表示装置において、コンテンツを視聴しているユーザは、たとえば、当該コンテン
ツに表示されている単語の意味または説明等を知りたい場合、手元の通信端末装置の辞書
機能を使用して、単語の意味または説明等を調べる場合もある。このような場合、単語を
入力するという手間を、ユーザにかけてしまうという問題点がある。
【０００９】
　また、通信端末装置の辞書データに、知りたい単語の意味または説明等の情報（以下、
説明情報ともいう）がない場合、ネットワークとしてのインターネットにアクセスして、
検索処理を行なうという手間を、ユーザにかけてしまうという問題点がある。
【００１０】
　本発明は、上述の問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、無駄な
手間をかけることなく、単語の説明情報を参照可能な通信端末装置を提供することである
。
【００１１】
　本発明の他の目的は、無駄な手間をかけることなく、単語の説明情報を参照可能な映像
表示システムを提供することである。
【００１２】
　本発明のさらに他の目的は、無駄な手間をかけることなく、単語の説明情報を参照可能
な制御プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述の課題を解決するために、この発明のある局面に従うと、コンテンツを表示する表
示部が設けられ、表示部に表示されるコンテンツに対応する二次情報を、データ通信可能
な装置へ送信する映像表示装置とデータ通信可能な通信端末装置であって、通信端末装置
は、複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する記憶手段と、映像表示装置
から送信される二次情報を受信する受信手段と、受信した二次情報に基づいて、辞書デー
タから、二次情報に対応する説明情報を検索する検索手段と、検索手段により二次情報に
対応する説明情報が検索されなかった場合、検索されなかった二次情報に対応する説明情
報を、ネットワークから取得する取得手段と、取得手段によりネットワークから取得され
た説明情報を表示する表示手段とを備える。
【００１４】
　好ましくは、二次情報はキーワードを含み、検索手段は、辞書データから、二次情報に
含まれるキーワードに対応する説明情報を検索する。
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【００１５】
　好ましくは、二次情報は、表示部に表示されるコンテンツのジャンル情報を含み、検索
手段によりキーワードに対応する説明情報が検索された場合、検索されたキーワードに対
応する説明情報から、二次情報に含まれるジャンル情報に関連するジャンル関連キーワー
ドを抽出し、検索手段によりキーワードに対応する説明情報が検索されなかった場合、取
得手段によりネットワークから取得された説明情報から、二次情報に含まれるジャンル情
報に関連するジャンル関連キーワードを抽出する抽出手段と、表示手段は、抽出されたジ
ャンル関連キーワードを表示し、抽出されたジャンル関連キーワードは、抽出されたジャ
ンル関連キーワードに関連する情報を取得するためのネットワークアドレスと関連づけら
れる。
【００１６】
　好ましくは、指示入力に応じて、抽出されたジャンル関連キーワードに関連する情報を
、ネットワークアドレスを利用して、ネットワークから取得する関連情報取得手段とをさ
らに備え、表示手段は、関連情報取得手段により取得された情報を表示する。
【００１７】
　この発明の他の局面に従うと、通信端末装置と、映像表示装置とから構成される映像表
示システムであって、映像表示装置は、コンテンツを表示する第１表示手段と、第１表示
手段に表示されているコンテンツに対応する二次情報を、通信端末装置へ送信する送信手
段とを備え、通信端末装置は、複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する
記憶手段と、映像表示装置の送信手段により送信される二次情報を受信する受信手段と、
受信した二次情報に基づいて、辞書データから、二次情報に対応する説明情報を検索する
検索手段と、検索手段により二次情報に対応する説明情報が検索されなかった場合、検索
されなかった二次情報に対応する説明情報を、ネットワークから取得する取得手段と、取
得手段によりネットワークから取得された説明情報を表示する第２表示手段とを備える。
【００１８】
　好ましくは、二次情報はキーワードを含み、検索手段は、辞書データから、二次情報に
含まれるキーワードに対応する説明情報を検索する。
【００１９】
　この発明のさらに他の局面に従うと、コンテンツを表示する表示部が設けられ、表示部
に表示されるコンテンツに対応する二次情報を、データ通信可能な装置へ送信する映像表
示装置とデータ通信可能なコンピュータに実行させるための制御プログラムであって、コ
ンピュータには、複数の単語の各々の説明情報を含む辞書データを記憶する記憶部と、情
報を表示する情報表示部とが設けられ、制御プログラムは、映像表示装置から送信される
二次情報を受信する受信ステップと、受信した二次情報に基づいて、辞書データから、二
次情報に対応する説明情報を検索する検索ステップと、検索ステップにより二次情報に対
応する説明情報が検索されなかった場合、検索されなかった二次情報に対応する説明情報
を、ネットワークから取得する取得ステップと、取得ステップによりネットワークから取
得された説明情報を情報表示部に表示する表示ステップとを備える。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係る通信端末装置は、映像表示装置の表示部に表示されるコンテンツに対応す
る二次情報に対応する単語の説明情報を、辞書データから検索し、説明情報が検索されな
かった場合、説明情報を、ネットワークから取得し、表示手段が表示する。
【００２１】
　したがって、コンテンツに対応する二次情報に対応する説明情報が、辞書データになく
ても、ユーザは、ネットワークにアクセスして検索処理を行なうといった手間を行なうこ
となく、当該説明情報を参照することができる。すなわち、無駄な手間をかけることなく
、単語の説明情報を参照できるという効果を奏する。
【００２２】
　本発明に係る映像表示システムは、通信端末装置と、映像表示装置とから構成される。
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通信端末装置は、映像表示装置の第１表示手段に表示されるコンテンツに対応する二次情
報に対応する単語の説明情報を、辞書データから検索し、説明情報が検索されなかった場
合、説明情報を、ネットワークから取得し、第２表示手段が表示する。
【００２３】
　したがって、コンテンツに対応する二次情報に対応する説明情報が、辞書データになく
ても、ユーザは、ネットワークにアクセスして検索処理を行なうといった手間を行なうこ
となく、当該説明情報を参照することができる。すなわち、無駄な手間をかけることなく
、単語の説明情報を参照できるという効果を奏する。
【００２４】
　本発明に係る制御プログラムは、映像表示装置の表示部に表示されるコンテンツに対応
する二次情報に対応する単語の説明情報を、辞書データから検索し、説明情報が検索され
なかった場合、説明情報を、ネットワークから取得し、当該説明情報を情報表示部が表示
する。
【００２５】
　したがって、コンテンツに対応する二次情報に対応する説明情報が、辞書データになく
ても、ユーザは、ネットワークにアクセスして検索処理を行なうといった手間を行なうこ
となく、当該説明情報を参照することができる。すなわち、無駄な手間をかけることなく
、単語の説明情報を参照できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００２７】
　＜第１の実施の形態＞
　図１は、本実施の形態におけるネットワークシステム１０００の構成を示す図である。
図１を参照して、ネットワークシステム１０００には、ホームネットワーク５０１が含ま
れる。
【００２８】
　ホームネットワーク５０１は、たとえば、宅内に設けられたネットワークである。宅内
とは、たとえば、ユーザの自宅内、会社内等である。ホームネットワーク５０１には、通
信端末装置５００と、映像表示装置６００と、通信部５０とが含まれる。
【００２９】
　通信端末装置５００は、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）である。また、通信
端末装置５００は、電話の機能を有する。なお、通信端末装置５００は、電話の機能を有
していなくてもよい。また、通信端末装置５００は、ＰＤＡに限定されることなく、通信
機能を備え、携帯可能な装置であればどのような装置（たとえば、ＰＣ（Personal Compu
ter）、携帯電話）でもよい。
【００３０】
　通信端末装置５００は、電話網６０と、無線によりデータ通信可能である。電話網６０
は、たとえば、携帯電話のための電話網である。なお、通信端末装置５００は、電話網６
０とデータ通信をした場合、データ通信時に使用したデータ量に応じたパケット料金が発
生する。
【００３１】
　映像表示装置６００は、液晶テレビである。なお、映像表示装置６００は、液晶テレビ
に限定されることなく、画像を表示可能な装置であればどのような装置であってもよい。
映像表示装置６００は、たとえば、プラズマテレビであってもよい。また、映像表示装置
６００は、画像を表示するための表示装置と、当該表示装置に表示させるための画像デー
タを送信する画像データ送信装置とから構成される装置であってもよい。画像データ送信
装置は、たとえば、ＳＴＢ（Set Top Box）、ＨＤＤレコーダ、ＤＶＤ（Digital Versati
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le Disc）レコーダ等である。
【００３２】
　通信端末装置５００と、映像表示装置６００とは、無線または有線でデータ通信を行な
う。すなわち、通信端末装置５００と、映像表示装置６００とから映像表示システムが構
成される。
【００３３】
　通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各
々と、データ通信を行なう機能を有する。ネットワーク７０は、インターネットなどの外
部のネットワークである。
【００３４】
　通信部５０は、無線ＬＡＮの規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．
１１ｂおよびＩＥＥＥ８０２．１１ｇのいずれかに基づく無線技術を利用して、複数の機
器と同時にデータ通信を行なう機能を有する。なお、無線技術は、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂおよびＩＥＥＥ８０２．１１ｇのいずれかに基づく技術に限
定されることはなく、その他の無線技術であってもよい。したがって、通信部５０は、通
信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々と、無線でデータ
通信を行なうことが可能である。
【００３５】
　また、通信部５０は、さらに、イーサネット（登録商標）を利用した通信用インターフ
ェースを有し、ホームネットワーク５０１内の装置がネットワーク７０への接続要求を出
した場合、機器が有するアドレスをネットワーク７０におけるアドレスに変換するＮＡＴ
（Network Address Translation）機能を含むルータ機能を持つ。したがって、通信部５
０は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、通信端末装置５００、映像表示装置６００お
よびネットワーク７０の各々とデータ通信を行なうことができる。すなわち、通信部５０
は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々と、有線で
データ通信を行なうことが可能である。
【００３６】
　また、通信部５０は、さらに、イーサネット（登録商標）を利用した通信用インターフ
ェースの機能（たとえば、ルータ機能）を有する。したがって、通信部５０は、たとえば
、ＬＡＮケーブルを介して、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワー
ク７０の各々とデータ通信を行なうことができる。すなわち、通信部５０は、通信端末装
置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々と、有線でデータ通信を行
なうことが可能である。
【００３７】
　また、ネットワーク７０は、電話網６０と、無線または有線によりデータ通信可能であ
る。したがって、通信端末装置５００は、電話網６０を介して、ネットワーク７０とデー
タ通信可能である。
【００３８】
　ネットワークシステム１０００には、さらに、サービスサーバ８００Ａと、検索サーバ
８００Ｓと、Ｗｅｂサーバ８００Ｗとが含まれる。
【００３９】
　サービスサーバ８００Ａは、コンテンツおよび、コンテンツに関連する情報等を提供す
るサーバである。コンテンツは、たとえば、動画像、音楽データ等である。コンテンツが
、たとえば、番組の動画像である場合、コンテンツに関連する情報とは、たとえば、番組
情報である。サービスサーバ８００Ａは、ＰＣである。なお、サービスサーバ８００Ａは
、ＰＣに限定されることなく、動画像等のコンテンツ、音楽データ等のコンテンツ、コン
テンツに関連する情報等を提供する機能を有した装置であればどのような装置であっても
よい。
【００４０】
　サービスサーバ８００Ａは、現在の日時から、所定期間（たとえば、２４時間）前の日
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時までの期間における、全てのチャンネルの全ての番組を録画し、番組を録画した録画デ
ータを記憶している。なお、サービスサーバ８００Ａは、現在の日時から、所定期間（た
とえば、２４時間）経過後の録画データを自動的に削除する。したがって、サービスサー
バ８００Ａには、現在の日時から、所定期間前の日時までの期間における、全てのチャン
ネルの全ての番組の録画データが記憶されている。また、サービスサーバ８００Ａは、放
送される番組の録画データとは別に、装置からの配信要求に応じて配信する、映画などの
映像コンテンツを記憶している。なお、サービスサーバ８００Ａは、録画データの配信要
求があれば、録画データの配信要求を行なった装置へ、配信要求された録画データを、送
信またはストリーミング配信する。
【００４１】
　また、サービスサーバ８００Ａは、現在、放送中の番組およびこれから放送予定の動画
像データを所定期間（たとえば、２４時間）分予め記憶している。そして、現在、放送中
の番組の動画像データの配信要求があれば、動画像データの配信要求を行なった装置へ、
配信要求された動画像データをストリーミング配信する。
【００４２】
　また、サービスサーバ８００Ａは、ストリーミング配信やビデオオンデマンドのための
専用コンテンツを記憶しており、配信要求された装置へ、配信要求された動画像データを
ストリーミング配信あるいはダウンロード配信する。
【００４３】
　また、サービスサーバ８００Ａは、配信要求したユーザや装置に対して、配信可否を判
断する認証機能をもつ。
【００４４】
　検索サーバ８００Ｓは、ネットワーク７０に接続された端末装置から、検索情報として
のキーワードを受信すると、受信したキーワードに関連する情報のＷｅｂページのＵＲＬ
（Uniform Resource Locator）を検索するサーバである。検索サーバ８００Ｓは、ＰＣで
ある。なお、検索サーバ８００Ｓは、ＰＣに限定されることなく、ネットワーク７０に接
続された端末装置からキーワードを受信した場合、受信したキーワードに関連する情報の
ＷｅｂページのＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を検索する機能を有する装置であれ
ばどのような装置であってもよい。
【００４５】
　Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、複数種類の情報の各々に対応する複数のＷｅｂページのデー
タを提供するサーバである。Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、たとえば、映画に関連する情報に
対応する複数のＷｅｂページのデータを提供する。Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、ＰＣである
。なお、Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、ＰＣに限定されることなく、複数種類の情報の各々に
対応する複数のＷｅｂページのデータを提供する機能を有する装置であればどのような装
置であってもよい。
【００４６】
　サービスサーバ８００Ａ、検索サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々は、
ネットワーク７０と、無線または有線でデータ通信を行なう。
【００４７】
　本実施の形態では、通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネ
ットワーク７０の各々と、高速にデータ通信が可能であるとする。通信部５０は、通信端
末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々と、たとえば、最大で
１００Ｍｂｐｓの速度でデータ通信が可能であるとする。
【００４８】
　また、ネットワーク７０は、通信部５０、電話網６０、サービスサーバ８００Ａ、検索
サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々と、高速にデータ通信が可能であると
する。ネットワーク７０は、通信部５０、電話網６０、サービスサーバ８００Ａ、検索サ
ーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々と、たとえば、最大で１００Ｍｂｐｓの
速度でデータ通信が可能であるとする。したがって、たとえば、映像表示装置６００とネ
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ットワーク７０とのデータ通信の最大速度は１００Ｍｂｐｓであるとする。また、たとえ
ば、通信端末装置５００とネットワーク７０とのデータ通信の最大速度は１００Ｍｂｐｓ
であるとする。
【００４９】
　なお、通信端末装置５００と電話網６０とのデータ通信の速度は、通信端末装置５００
とネットワーク７０とのデータ通信の速度よりも遅いとする。通信端末装置５００と電話
網６０とのデータ通信の最大速度は、たとえば、２５６ｋｂｐｓであるとする。
【００５０】
　また、通信端末装置５００と映像表示装置６００とのデータ通信の速度は、通信端末装
置５００と電話網６０とのデータ通信の速度よりも、十分に速いとする。通信端末装置５
００と映像表示装置６００とのデータ通信の最大速度は、たとえば、４Ｍｂｐｓであると
する。
【００５１】
　次に、通信端末装置５００について詳細に説明する。
　図２は、通信端末装置５００の外観を正面から示した図である。図２を参照して、通信
端末装置５００は、表示部５３０と、音声出力部５７０と、ＬＥＤ５７６と、入力部５４
０とを備える。
【００５２】
　表示部５３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部５３０は、ＬＣＤパネ
ル（Liquid Crystal Display Panel）および有機ＥＬディスプレイパネル（Organic Elec
tro luminescence Display Panel）のいずれかを使用した装置である。なお、表示部５３
０は、上記以外の表示方式のパネルを使用した装置であってもよい。
【００５３】
　表示部５３０の解像度は、横４８０（ドット）×縦６４０（ドット）である。なお、表
示部５３０の解像度は、横４８０（ドット）×縦６４０（ドット）に限定されることなく
、他の解像度（たとえば、横２４０（ドット）×縦３２０（ドット））であってもよい。
【００５４】
　また、表示部５３０は、ユーザが、画面に直接触れることで、情報入力可能なタッチパ
ネル機能を有する。表示部５３０は、ユーザが画面にタッチした位置情報を、後述する制
御部５１０へ送信する。制御部５１０は、受信した位置情報に基づいて、所定の処理を行
なう。
【００５５】
　音声出力部５７０は、電話の音声を出力する機能を有する。音声出力部５７０には、音
声を出力するスピーカが含まれる。音声出力部５７０は、後述する制御部５１０から受信
した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【００５６】
　ＬＥＤ５７６は、通信端末装置５００で行なわれる処理に応じて、光による報知を行な
う。たとえば、ＬＥＤ５７６は、電話の着信があった場合、光を点滅させる。
【００５７】
　入力部５４０は、ボタン群５４１を含む。ボタン群５４１は、方向ボタン５４１Ａ，５
４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄと、決定ボタン５４１Ｅとを含む。方向ボタン５４１Ａ，５
４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄは、ユーザによる短時間（たとえば、１秒未満）の押下操作
（以下、短押操作ともいう）により、表示部５３０に画像が表示されている場合、画像内
の移動させる対象となる物（たとえば、カーソル等）を上下左右に移動させるためのボタ
ンである。具体的には、短押操作があった、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，
５４１Ｄは、たとえば、カーソルを、それぞれ、上，下，左，右に移動させるためのボタ
ンである。
【００５８】
　決定ボタン５４１Ｅは、短押操作により、たとえば、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，
５４１Ｃ，５４１Ｄの短押操作により選択された項目等を決定するためのボタンである。
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【００５９】
　入力部５４０は、さらに、機能ボタン５４２Ａ，５４２Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂを含む
。機能ボタン５４２Ａ，５４２Ｂの各々は、短押操作により、たとえば、ユーザにより予
め設定されたプログラム等を起動させるためのボタンである。
【００６０】
　機能ボタン５４３Ａは、通信端末装置５００に電話がかかってきた場合、短押操作によ
り通話開始を行なうためのボタンである。機能ボタンボタン５４３Ｂは、通信端末装置５
００が通話中である場合、短押操作により通話を終了させるためのボタンである。また、
機能ボタンボタン５４３Ｂは、ユーザによる長時間（たとえば、１秒以上）の押下操作（
以下、長押操作ともいう）により、通信端末装置５００の電源のオンとオフとの切替えを
行なうためのボタンである。
【００６１】
　入力部５４０は、入力部５４０に含まれる複数のボタンのうち、短押操作または長押操
作されたボタンに対応するボタン信号を、後述する制御部５１０へ送信する。すなわち、
入力部５４０は、ユーザが通信端末装置５００を操作するためのインターフェースである
。以下においては、ユーザによる、入力部５４０の操作または表示部５３０に対するタッ
チ操作を、インターフェース操作Ｍともいう。
【００６２】
　通信端末装置５００は、さらに、音声入力部５７４を備える。音声入力部５７４は、通
話のときに、音声を入力する機能を有する。音声入力部５７４には、音声を入力するマイ
クが含まれる。音声入力部５７４は、マイクにより取得した音声を音声データに変換して
、音声データを、通信端末装置５００内の後述する制御部５１０へ送信する。
【００６３】
　図３は、通信端末装置５００の外観を左側面から示した図である。図３を参照して、通
信端末装置５００は、記録媒体挿入部５５０Ａを備える。記録媒体挿入部５５０Ａは、通
信端末装置５００に後述する記録媒体を挿入する部分である。
【００６４】
　図４は、通信端末装置５００の外観を背面から示した図である。図４を参照して、通信
端末装置５００は、さらに、音声出力部５７２と、撮像部５７８とを備える。音声出力部
５７２は、後述する制御部５１０で行なわれる処理に対応した音声を出力する機能を有す
る。音声出力部５７２には、音声を出力するスピーカが含まれる。音声出力部５７２は、
後述する制御部５１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【００６５】
　撮像部５７８は、撮像対象となる被写体を撮像する撮像処理を行なう機能を有する。撮
像部５７８は、図示しない、撮像レンズ、受光部およびカラーフィルタ部とを含む。受光
部は、入力された光を電気信号に変換する機能を有する。受光部は、複数の受光素子から
構成される。受光素子は、たとえば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサ
またはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサ等を使用
した素子である。
【００６６】
　カラーフィルタ部は、複数のカラーフィルタから構成される。カラーフィルタは、Ｒ、
Ｇ、Ｂの各々に対応したフィルタである。複数のカラーフィルタは、複数の受光素子にそ
れぞれ対応して設けられる。
【００６７】
　撮像処理では以下の処理が行なわれる。まず、撮像部５７８が、撮像対象となる被写体
に反射されて撮像レンズに入射した光を、カラーフィルタ部を介して、受光部に入力させ
る。受光部は入力された光を電気信号に変換する。そして、撮像部５７８は、変換した電
気信号をデジタルデータ（以下、撮像画像データともいう）に変換する。
【００６８】
　図５は、通信端末装置５００の内部構成を示したブロック図である。なお、図５には、
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説明のために、記録媒体５５５も示している。記録媒体５５５には、後述するプログラム
１８０が記録されている。すなわち、プログラム１８０は、媒体等に記録されてプログラ
ム製品として流通される。また、記録媒体５５５もプログラム製品として流通される。
【００６９】
　図５を参照して、通信端末装置５００は、さらに、制御部５１０と、一時記憶部５２２
と、記憶部５２０とを備える。
【００７０】
　記憶部５２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部５２０は、制御部
５１０によってデータアクセスされる。記憶部５２０は、電源を供給されなくてもデータ
を不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ）である。記憶部５２０には
、プログラム１８０、後述する録画データ、その他の各種データ等が記憶されている。プ
ログラム１８０は、後述する、リモコンプログラムを含む。
【００７１】
　制御部５１０は、記憶部５２０に記憶されたプログラム１８０に従って、通信端末装置
５００内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部５１０は
、マイクロプロセッサ（Microprocessor）、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array
）、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）およびその他の演算機能を
有する回路のいずれであってもよい。
【００７２】
　一時記憶部５２２は、制御部５１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部５２２は、ＲＡＭ（Random Access Me
mory）、ＳＲＡＭ（Static Random Access Memory）、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access
 Memory）、ＳＤＲＡＭ（Synchronous DRAM）、ＤＤＲ－ＳＤＲＡＭ（Double Data Rate 
SDRAM）、ＲＤＲＡＭ（Rambus Dynamic Random Access Memory（登録商標））、Ｄｉｒｅ
ｃｔ－ＲＤＲＡＭ（Direct Rambus Dynamic Random Access Memory（登録商標））、その
他、データを揮発的に記憶保持可能な構成を有する回路のいずれであってもよい。
【００７３】
　通信端末装置５００は、さらに、アンテナ５０２と、チューナ５０５と、データ処理部
５０７とを備える。
【００７４】
　アンテナ５０２は、チューナ５０５と接続されている。チューナ５０５は、制御部５１
０により指示された周波数の放送信号を、アンテナ５０２を介して受信する。チューナ５
０５は、ディジタル放送およびアナログ放送に基づく放送信号を受信する機能を有する。
【００７５】
　放送信号は、画像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧ（Electric Program G
uide）データを含む。なお、放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、放送
信号は、さらに、ＢＭＬ（Broadcast Markup Language）データ等が含まれる。ＥＰＧデ
ータは、複数の番組情報を示すデータである。ＢＭＬデータは、画像データ、音声データ
およびテキストデータの各々の配置位置や、動作などの制御を行なうためのデータである
。チューナ５０５は、受信した放送信号を、データ処理部５０７へ送信する。
【００７６】
　データ処理部５０７は、受信した放送信号を復調し、復調データとする。受信した放送
信号が、アナログ放送に基づく信号である場合、データ処理部５０７は、以下の処理を行
なう。まず、データ処理部５０７は、復調データを、デコード処理し、画像データ、音声
データを得るとともに、放送信号の垂直帰線区間（ＶＢＩ：Vertical Blanking Interval
）から、テキストデータ、ＥＰＧデータを得る。
【００７７】
　そして、データ処理部５０７は、制御部５１０から、表示部５３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、画像データを、後述するＶＤＰ（Video Display Processo
r）５３２へ送信する。ＶＤＰ５３２は、画像データを受信すると、表示部５３０に画像
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データに基づく画像（動画像または静止画像）を表示させる。
【００７８】
　また、データ処理部５０７は、制御部５１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、画像データおよび音声データを圧縮して、録画データとして、記憶部５２０
に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツともいう。録画デ
ータは、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）４形式で圧縮されたデータである。
なお、録画データは、ＭＰＥＧ４形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形
式で圧縮されたデータであってもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、
ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４等の形式である。
【００７９】
　また、受信した放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、データ処理部５
０７は、以下の処理を行なう。まず、データ処理部５０７は、復調データを、ディジタル
放送の規格に基づいてデコード処理し、デコードデータにする。デコードデータには、画
像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータ、ＢＭＬデータが含まれる。デコ
ードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥＧ４形式で圧縮されたデ
ータである。なお、デコードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥ
Ｇ４形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮されたデータであっ
てもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４等の
形式である。
【００８０】
　そして、データ処理部５０７は、制御部５１０から、表示部５３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、表示指示により指定されたチャンネルのデコードデータに
含まれる画像データを、後述するＶＤＰ５３２へ送信する。ＶＤＰ５３２は、画像データ
を受信すると、表示部５３０に画像データに基づく画像（動画像または静止画像）を表示
させる。
【００８１】
　また、データ処理部５０７は、制御部５１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、録画指示により指定されたチャンネルのデコードデータを、録画データとし
て、記憶部５２０に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツ
ともいう。この場合、録画データには、画像データ、音声データ、テキストデータおよび
ＢＭＬデータが含まれる。
【００８２】
　通信端末装置５００は、さらに、ＶＤＰ５３２と、ＶＲＡＭ（Video Random Access Me
mory）５３６とを備える。
【００８３】
　ＶＲＡＭ５３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
　制御部５１０は、記憶部５２０に記憶されたプログラム１８０に従って、ＶＤＰ５３２
に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部５３０に表示
させる指示である。
【００８４】
　ＶＤＰ５３２は表示部５３０と接続されている。ＶＤＰ５３２は、制御部５１０からの
描画指示に応じて、記憶部５２０内の後述するプログラム１８０からフォントデータ、図
形データ等を読出し、ＶＲＡＭ５３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ５３２
は、ＶＲＡＭ５３６に記憶された画像データを読出し、表示部５３０に、当該画像データ
に基づく画像を表示させる。
【００８５】
　通信端末装置５００は、さらに、入力部５４０と、記録媒体アクセス部５５０を備える
。
【００８６】
　制御部５１０は、入力部５４０に含まれる、前述した複数のボタンのうち、短押操作ま
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たは長押操作があったボタンに対応するボタン信号を、入力部５４０から受信する。制御
部５１０は、受信したボタン信号に応じた処理を行なう。
【００８７】
　記録媒体アクセス部５５０は、記録媒体５５５が前述の記録媒体挿入部５５０Ａから通
信端末装置５００に挿入（装着）されると、記録媒体５５５にデータアクセス可能となる
。これにより、記録媒体アクセス部５５０は、プログラム１８０が記録された記録媒体５
５５から、プログラム１８０を読出すことが可能となる。
【００８８】
　記録媒体５５５に記憶されているプログラム１８０は、制御部５１０のインストール処
理により、記録媒体アクセス部５５０により読み出され、制御部５１０が、プログラム１
８０を、記憶部５２０に記憶させる。このインストール処理用プログラムは、予め、記憶
部５２０に格納されており、インストール処理は、制御部５１０が、インストール処理用
プログラムに基づいて行なう。
【００８９】
　なお、記憶部５２０には、プログラム１８０がインストールされていなくてもよい。こ
の場合、制御部５１０は、記録媒体アクセス部５５０を介して、記録媒体５５５に記憶さ
れたプログラム１８０を読み出して、プログラム１８０に基づいた所定の処理を行なう。
記録媒体５５５には、さらに、コンテンツデータ等も記録されている。コンテンツデータ
は、たとえば、音楽データ、動画像データ等である。
【００９０】
　記録媒体５５５は、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＦ(Compact Flash（登録商標
）) カード、ＳＭ（Smart Media（登録商標））、ＭＭＣ（Multi Media Card（登録商標
））、ＳＤ（Secure Digital（登録商標））メモリーカード、メモリースティック（登録
商標）、ｘＤピクチャーカード（登録商標）および上記以外の不揮発性メモリのいずれで
あってもよい。
【００９１】
　通信端末装置５００は、さらに、通信部５６０と、通信部５６２とを備える。
　通信部５６０は、制御部５１０とデータの送受信を行なう。また、通信部５６０は、映
像表示装置６００と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。
【００９２】
　通信部５６０は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）１．１またはＵＳＢ２．０の規格に
基づく、シリアル転送を行なう通信用インターフェースの機能を有する。なお、シリアル
転送を行なう通信用インターフェースの規格は、ＵＳＢ１．１またはＵＳＢ２．０に限定
されることなく他の規格であってもよい。
【００９３】
　なお、通信部５６０は、パラレル転送を行なう通信用インターフェースの機能を有して
いてもよい。パラレル転送を行なう通信用インターフェースは、たとえば、セントロニク
ス（登録商標）準拠の規格またはＩＥＥＥ１２８４（Institute of Electrical and Elec
tronic Engineers 1284）の規格に準拠したインターフェースである。また、通信部５６
０は、ＩＥＥＥ１３９４またはＳＣＳＩ規格に基づく通信用インターフェースの機能を有
していてもよい。
【００９４】
　また、通信部５６０は、さらに、無線データ通信機能を有する。無線データ通信機能は
、ブルートゥース（Bluetooth（登録商標））を使用して、無線でデータ通信を行なう機
能を有する。なお、無線データ通信は、ブルートゥース（登録商標）を使用した方式に限
定されることなく、たとえば、赤外線等を使用した他の通信方式であってもよい。通信部
５６０は、制御部５１０からの制御指示に応じて、映像表示装置６００と無線でデータ通
信を行なう。
【００９５】
　通信部５６２は、制御部５１０と、データの送受信を行なう。通信部５６２は、無線Ｌ
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ＡＮの規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂおよびＩＥＥＥ８
０２．１１ｇのいずれかに基づく無線技術を利用してデータ通信を行なう機能を有する。
なお、無線技術は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂおよびＩＥＥＥ８
０２．１１ｇのいずれかに基づく技術に限定されることはなく、その他の無線技術であっ
てもよい。したがって、通信部５６２は、無線により、通信部５０とデータ通信を行なう
ことができ、通信部５０を介して、たとえば、映像表示装置６００に対して録画データの
送信要求を行ない、送信された録画データを受信してストリーミング再生を行なうことが
できる。
【００９６】
　また、通信部５６２は、さらに、イーサネット（登録商標）を利用した通信用インター
フェースの機能を有する。したがって、通信部５６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介
して、通信部５０とデータ通信を行なうことができる。
【００９７】
　したがって、本実施の形態における通信端末装置５００は、ネットワーク７０から、通
信部５０および通信部５６２を介して、プログラムのダウンロード処理を行ない、記憶部
５２０に格納することもできる。この場合、当該ダウンロードしたプログラムは、プログ
ラム１８０である。
【００９８】
　制御部５１０は、ネットワーク７０からダウンロードしたプログラム（プログラム１８
０）に従って、所定の処理を行なう。このダウンロード用プログラムは、予め、記憶部５
２０に格納されており、ダウンロード処理は、制御部５１０が、ダウンロード用プログラ
ムに基づいて行なう。
【００９９】
　通信端末装置５００は、さらに、アンテナ５６４と、通信部５６６とを備える。
　アンテナ５６４は、通信部５６６と接続されている。通信部５６６は、アンテナ５６４
を利用して、無線通信信号を送受信する機能を有する。通信部５６６は、制御部５１０に
より指示された周波数の無線通信信号を、アンテナ５６４を介して受信する。無線通信信
号は、音声データ、文字データおよび画像データ等を含む信号である。
【０１００】
　通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、無線通信信号により、図示しない最寄の
基地局と通信を行なう。最寄の基地局は、電話網６０と通信を行なうことができる。した
がって、通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、無線通信信号により、最寄の基地
局を介して、電話網６０と通信を行なう。通信部５６６は、無線通信信号を受信した場合
、当該無線通信信号を復調し、復調した無線通信信号に基づくデータを、制御部５１０へ
送信する。また、通信部５６６は、無線通信信号を送信する場合、制御部５１０からデー
タ（たとえば、音声データ）を受信し、当該データを、所定のプロトコルに基づいて、無
線通信信号に変換する。そして、通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、変換した
無線通信信号を、図示しない最寄の基地局を介して、電話網６０へ送信する。
【０１０１】
　通信部５６６は、最寄の基地局と通信を行なうことで、基地局の位置を示す情報（以下
、基地局位置情報ともいう）も取得可能である。通信部５６６は、制御部５１０からの制
御指示に応じて、取得した基地局位置情報を、制御部５１０へ送信する。制御部５１０は
、受信した基地局位置情報に基づいて、通信端末装置５００の位置を大まかに把握するこ
とができる。
【０１０２】
　また、通信部５６６は、ＧＰＳ（Global Positioning System）機能を有する。ＧＰＳ
機能とは、人口衛星と通信して、通信端末装置５００の位置（緯度、経度、高度等に基づ
く位置）の情報（以下、ＧＰＳ位置情報ともいう）を取得する機能である。通信部５６６
は、制御部５１０からの制御指示に応じて、ＧＰＳ位置情報を取得し、制御部５１０へ送
信する。
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【０１０３】
　制御部５１０は、前述した音声出力部５７０，５７２、音声入力部５７４とデータ通信
する。
【０１０４】
　制御部５１０が、音声データを音声出力部５７０へ送信すると、音声出力部５７０は、
制御部５１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。制御部５１
０が、音声データを音声出力部５７２へ送信すると、音声出力部５７２は、制御部５１０
から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【０１０５】
　ユーザが音声入力部５７４に含まれるマイクに対して音声を発すると、音声入力部５７
４は、マイクにより取得した音声を音声データに変換して、音声データを、制御部５１０
へ送信する。
【０１０６】
　制御部５１０は、前述したＬＥＤ５７６、撮像部５７８とデータ通信する。ＬＥＤ５７
６は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、光を発する。
【０１０７】
　撮像部５７８は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、前述の撮像処理を行ない、
撮像画像データを制御部５１０へ送信する。制御部５１０は、撮像画像データを受信する
と、撮像画像データを、一時記憶部５２２、記憶部５２０および記録媒体５５５のいずれ
かに記憶させる。
【０１０８】
　通信端末装置５００は、さらに、振動部５７９を備える。振動部５７９は、制御部５１
０からの制御指示に基づいて、通信端末装置５００を振動させる機能を有する。振動部５
７９は、たとえば、電話の着信、電子メールの受信時に、制御部５１０からの制御指示に
基づいて、通信端末装置５００を振動させる。
【０１０９】
　通信端末装置５００は、さらに、ＲＦＩＤ５８０を備える。ＲＦＩＤ５８０は、たとえ
ば、Felica(登録商標)などのセキュリティ機能をもったＲＦＩＤ（Radio Frequency Iden
tification）に基づく集積回路で、非接触で図示しない読み取り端末と通信を行う。また
、ＲＦＩＤ５８０は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、端末ＩＤなどのデータを
出力する。
【０１１０】
　次に、映像表示装置６００について詳細に説明する。
　図６は、映像表示装置６００の外観を正面から示した図である。図６を参照して、映像
表示装置６００は、表示部６３０と、音声出力部６７０とを備える。
【０１１１】
　表示部６３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部６３０は、ＬＣＤパネ
ル、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）、ＦＥＤパネル（Field Emission Display Panel）、Ｐ
ＤＰ（Plasma Display Panel）および有機ＥＬディスプレイパネルのいずれかを使用した
装置である。なお、表示部６３０は、上記以外の表示方式のパネルを使用した装置であっ
てもよい。表示部６３０の解像度は、表示部５３０の解像度より大きい。たとえば、表示
部６３０の解像度は、ＰＣの画像が表示できる横１３６６（ドット）×縦７６８（ドット
）の解像度である。なお、表示部６３０の解像度は、横１３６６（ドット）×縦７６８（
ドット）に限定されることなく、他の解像度（たとえば、１０２４×７６８）であっても
よい。表示部６３０の映像を表示する部分のアスペクト比は１６：９である。なお、アス
ペクト比は１６：９に限定されることなく、４：３であってもよい。
【０１１２】
　音声出力部６７０は、後述する制御部６１０で行なわれる処理に対応した音声を出力す
る機能を有する。音声出力部６７０には、音声を出力するスピーカが含まれる。音声出力
部６７０は、後述する制御部６１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから
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出力する。
【０１１３】
　図７は、映像表示装置６００の内部構成を示したブロック図である。なお、図７には、
説明のために、記録媒体５５５Ａも示している。記録媒体５５５Ａには、後述するプログ
ラム１８０Ａが記録されている。すなわち、プログラム１８０Ａは、媒体等に記録されて
プログラム製品として流通される。また、記録媒体５５５Ａもプログラム製品として流通
される。
【０１１４】
　図７を参照して、映像表示装置６００は、さらに、制御部６１０と、一時記憶部６２２
と、記憶部６２０とを備える。
【０１１５】
　記憶部６２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部６２０は、制御部
６１０によってデータアクセスされる。記憶部６２０は、大容量のデータを記憶可能なハ
ードディスクである。なお、記憶部６２０は、ハードディスクに限定されることなく、電
源を供給されなくてもデータを不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ
）であればよい。記憶部６２０には、プログラム１８０Ａ、後述する録画データ、映像表
示装置６００を識別するための装置ＩＤやその他の各種データ等が記憶されている。
【０１１６】
　制御部６１０は、記憶部６２０に記憶されたプログラム１８０Ａに従って、映像表示装
置６００内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部６１０
は、前述の制御部５１０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１１７】
　一時記憶部６２２は、制御部６１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部６２２は、前述の一時記憶部５２２と
同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１１８】
　映像表示装置６００は、さらに、アンテナ６０２と、チューナ６０５と、データ処理部
６０７とを備える。
【０１１９】
　アンテナ６０２は、チューナ６０５と接続されている。チューナ６０５は、制御部６１
０により指示された周波数の放送信号を、アンテナ６０２を介して受信する。チューナ６
０５は、ディジタル放送およびアナログ放送に基づく放送信号を受信する機能を有する。
【０１２０】
　放送信号は、画像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータを含む。なお、
放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、放送信号は、さらに、前述したＢ
ＭＬデータ等が含まれる。チューナ６０５は、受信した放送信号を、データ処理部６０７
へ送信する。
【０１２１】
　データ処理部６０７は、受信した放送信号を復調し、復調データとする。受信した放送
信号が、アナログ放送に基づく信号である場合、データ処理部６０７は、以下の処理を行
なう。まず、データ処理部６０７は、復調データを、デコード処理し、画像データおよび
音声データを取得するとともに、放送信号の垂直帰線区間から、テキストデータ、ＥＰＧ
データを取得する。
【０１２２】
　そして、データ処理部６０７は、制御部６１０から、表示部６３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、画像データを、後述するＶＤＰ６３２へ送信する。ＶＤＰ
６３２は、画像データを受信すると、表示部６３０に画像データに基づく画像（動画像ま
たは静止画像）を表示させる。
【０１２３】
　また、データ処理部６０７は、制御部６１０から、録画処理を行なうための録画指示を



(17) JP 2008-28915 A 2008.2.7

10

20

30

40

50

受信すると、画像データおよび音声データを圧縮して、録画データとして、記憶部６２０
に記憶させる。録画データは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデータである。なお、録画デ
ータは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮され
たデータであってもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、Ｈ．２６４等
の形式である。
【０１２４】
　また、受信した放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、データ処理部６
０７は、以下の処理を行なう。まず、データ処理部６０７は、復調データを、ディジタル
放送の規格に基づいてデコード処理し、デコードデータにする。デコードデータには、画
像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータ、ＢＭＬデータが含まれる。デコ
ードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデ
ータである。なお、デコードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥ
Ｇ２形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮されたデータであっ
てもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、Ｈ．２６４等の形式である。
【０１２５】
　そして、データ処理部６０７は、制御部６１０から、表示部６３０に画像データを表示
させるための表示指示を受信すると、表示指示により指定されたチャンネルのデコードデ
ータに含まれる画像データを、後述するＶＤＰ６３２へ送信する。ＶＤＰ６３２は、画像
データを受信すると、表示部６３０に画像データに基づく画像（動画像または静止画像）
を表示させる。
【０１２６】
　以下においては、チューナ６０５が受信した放送信号に基づく画像であって、かつ、表
示部６３０に表示される画像を、ＴＶ画像ともいう。なお、映像表示装置６００を操作す
るための後述するリモコン３００に設けられる、“１”～“１２”の数字ボタンの押下操
作で、直接、選局可能なＴＶ画像のチャンネルの種類の数は、最大で１２個であるとする
。当然のことながら、リモコン３００に設けられる数字ボタンの数が多ければ多いほど、
直接、選局可能なＴＶ画像のチャンネルの種類の数は多くなる。
【０１２７】
　リモコン３００の“１”～“１２”の数字ボタンには、それぞれ、“１”～“１２”の
リモコンチャンネル番号が設定される。たとえば、“３”の数字ボタンには、リモコンチ
ャンネル番号“３”が設定される。また、１つのリモコンチャンネル番号には、１つのＴ
Ｖ画像のチャンネルを登録可能である。たとえば、リモコンチャンネル番号“１”に対し
、ＴＶ画像のチャンネル番号“８”が登録されているとする。この場合、リモコン３００
の“１”の数字ボタンが、ユーザにより押下処理されることにより、リモコン３００から
、チャンネル番号“８”のＴＶ画像を選局するためのリモコン信号が、映像表示装置６０
０へ送信される。
【０１２８】
　なお、映像表示装置６００は、複数種類のＴＶ画像を同時に、表示部６３０に表示する
機能を有する。また、映像表示装置６００は、ＴＶ画像と、他の種類の画像とを同時に、
表示部６３０に表示する機能を有する。
【０１２９】
　また、データ処理部６０７は、制御部６１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、録画指示により指定されたチャンネルのデコードデータを、録画データとし
て、記憶部６２０に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツ
ともいう。この場合、録画データには、画像データ、音声データ、テキストデータおよび
ＢＭＬデータが含まれる。
【０１３０】
　映像表示装置６００は、さらに、ＶＤＰ６３２と、ＶＲＡＭ６３６とを備える。
　ＶＲＡＭ６３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
【０１３１】
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　制御部６１０は、記憶部６２０に記憶されたプログラム１８０Ａに従って、ＶＤＰ６３
２に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部６３０に表
示させる指示である。
【０１３２】
　ＶＤＰ６３２は表示部６３０と接続されている。ＶＤＰ６３２は、制御部６１０からの
描画指示に応じて、記憶部６２０内の後述するプログラム１８０Ａからフォントデータ、
図形データ等を読出し、ＶＲＡＭ６３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ６３
２は、ＶＲＡＭ６３６に記憶された画像データを読出し、表示部６３０に、当該画像デー
タに基づく画像を表示させる。
【０１３３】
　映像表示装置６００は、さらに、入力部６４０と、記録媒体アクセス部６５０とを備え
る。
【０１３４】
　入力部６４０は、図示されない複数のボタンを含む。複数のボタンは、映像表示装置６
００の外部に設けられている。複数のボタンのうち、いずれかのボタンがユーザにより押
下操作されると、入力部６４０は、押下操作されたボタンに対応するボタン信号を、制御
部６１０へ送信する。制御部６１０は、受信したボタン信号に基づいて、所定の処理を行
なう。以下においては、ユーザによる、入力部６４０のボタン操作を、インターフェース
操作Ｔともいう。
【０１３５】
　記録媒体アクセス部６５０は、プログラム１８０Ａが記録された記録媒体５５５Ａから
、プログラム１８０Ａを読出す機能を有する。記録媒体５５５Ａに記憶されているプログ
ラム１８０Ａは、制御部６１０のインストール処理により、記録媒体アクセス部６５０に
より読み出され、制御部６１０が、プログラム１８０Ａを、記憶部６２０に記憶させる。
このインストール処理用プログラムは、予め、記憶部６２０に格納されており、インスト
ール処理は、制御部６１０が、インストール処理用プログラムに基づいて行なう。
【０１３６】
　なお、記憶部６２０には、プログラム１８０Ａがインストールされていなくてもよい。
この場合、制御部６１０は、記録媒体アクセス部６５０を介して、記録媒体５５５Ａに記
憶されたプログラム１８０Ａを読み出して、プログラム１８０Ａに基づいた所定の処理を
行なう。記録媒体５５５Ａには、さらに、コンテンツデータ等も記録されている。コンテ
ンツデータは、たとえば、音楽データ、動画像データ等である。
【０１３７】
　記録媒体５５５Ａは、ＢＤ（Blu-ray Disc）、ＨＤ－ＤＶＤ（High-Definition Digita
l Versatile Disc）、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Digital Versatile Disk Read Only Memory）、
ＤＶＤ－Ｒ（Digital Versatile Disk Recordable）、ＤＶＤ－ＲＡＭ（Digital Versati
le Disk Random Access Memory）、ＤＶＤ＋ＲＷ（Digital Versatile Disk Re-Writable
）、ＤＶＤ－ＲＷ、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）、ＭＯ（Magneto O
ptical Disk）、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＦカード（登録商標）、ＳＭ（Sma
rt Media（登録商標））、ＭＭＣ（登録商標）、ＳＤメモリーカード（登録商標）、メモ
リースティック（登録商標）、ｘＤピクチャーカード（登録商標）、ＵＳＢメモリ、磁気
テープおよび上記以外の不揮発性メモリのいずれであってもよい。
【０１３８】
　映像表示装置６００は、さらに、通信部６６０と、通信部６６２とを備える。
　通信部６６０は、制御部６１０とデータの送受信を行なう。また、通信部６６０は、通
信端末装置５００と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。なお、通
信部６６０は、前述の通信部５６０と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰
り返さない。
【０１３９】
　通信部６６２は、制御部６１０と、データの送受信を行なう。通信部６６２は、前述の
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通信部５６２と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰り返さない。したがっ
て、通信部６６２は、無線により、通信部５０とデータ通信を行なうことができる。また
、通信部６６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、通信部５０とデータ通信を行な
うことができる。したがって、通信部５０を介して、通信部６６２に対し、記憶部６２０
に記憶されている録画データの送信要求があった場合は、録画データを要求した装置に対
して送信、あるいはストリーミング配信する。
【０１４０】
　したがって、本実施の形態における映像表示装置６００は、ネットワーク７０から、通
信部５０および通信部６６２を介して、プログラムのダウンロード処理を行ない、記憶部
６２０に格納することもできる。この場合、当該ダウンロードしたプログラムは、プログ
ラム１８０Ａである。
【０１４１】
　制御部６１０は、ネットワーク７０からダウンロードしたプログラム（プログラム１８
０Ａ）に従って、所定の処理を行なう。このダウンロード用プログラムは、予め、記憶部
６２０に格納されており、ダウンロード処理は、制御部６１０が、ダウンロード用プログ
ラムに基づいて行なう。
【０１４２】
　映像表示装置６００は、さらに、リモコン信号受信部６８０を備える。リモコン信号受
信部６８０は、リモコン（リモートコントローラー）３００から出力される、映像表示装
置６００を操作するためのリモコン信号を受信する機能を有する。リモコン信号受信部６
８０は、受信したリモコン信号を制御部６１０へ送信する。制御部６１０は、受信したリ
モコン信号に応じて、対応する処理を行なう。なお、リモコン３００には、前述したよう
に、ＴＶ画像を選局するための“１”～“１２”の数字ボタンが設けられる。以下におい
ては、ユーザによる、リモコン３００の操作も、インターフェース操作Ｔともいう。
【０１４３】
　制御部６１０は、前述した音声出力部６７０とデータ通信する。制御部６１０が、音声
データを音声出力部６７０へ送信すると、音声出力部６７０は、制御部６１０から受信し
た音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【０１４４】
　図８は、サービスサーバ８００Ａの内部構成を示したブロック図である。図８を参照し
て、サービスサーバ８００Ａは、表示部８３０と、制御部８１０と、一時記憶部８２２と
、記憶部８２０とを備える。
【０１４５】
　表示部８３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部８３０は、前述の表示
部６３０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１４６】
　記憶部８２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部８２０は、制御部
８１０によってデータアクセスされる。記憶部８２０は、大容量のデータを記憶可能なハ
ードディスクである。なお、記憶部８２０は、ハードディスクに限定されることなく、電
源を供給されなくてもデータを不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ
）であればよい。記憶部８２０には、プログラム１８０Ｂ、録画データ、コンテンツデー
タ、その他の各種データ等が記憶されている。
【０１４７】
　制御部８１０は、記憶部８２０に記憶されたプログラム１８０Ｂに従って、サービスサ
ーバ８００Ａ内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部８
１０は、前述の制御部５１０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１４８】
　一時記憶部８２２は、制御部８１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部８２２は、前述の一時記憶部５２２と
同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
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【０１４９】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、ＶＤＰ８３２と、ＶＲＡＭ８３６とを備える。
　ＶＲＡＭ８３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
【０１５０】
　制御部８１０は、記憶部８２０に記憶されたプログラム１８０Ｂに従って、ＶＤＰ８３
２に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部８３０に表
示させる指示である。
【０１５１】
　ＶＤＰ８３２は表示部８３０と接続されている。ＶＤＰ８３２は、制御部８１０からの
描画指示に応じて、記憶部５２０内の後述するプログラム１８０からフォントデータ、図
形データ等を読出し、ＶＲＡＭ８３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ８３２
は、ＶＲＡＭ８３６に記憶された画像データを読出し、表示部８３０に、当該画像データ
に基づく画像を表示させる。
【０１５２】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、入力部８４０を備える。
　入力部８４０には、マウス８４２と、キーボード８４４とが接続されている。ユーザは
、マウス８４２またはキーボード８４４を利用して、サービスサーバ８００Ａに指示を与
える。マウス８４２またはキーボード８４４からの入力指示は、入力部８４０を介して制
御部８１０へ送信される。制御部８１０は、入力部８４０からの入力指示に基づいて所定
の処理を行なう。
【０１５３】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、通信部８６０と、通信部８６２とを備える。
　通信部８６０は、制御部８１０とデータの送受信を行なう。また、通信部８６０は、図
示しない他の装置と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。なお、通
信部８６０は、前述の通信部５６０と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰
り返さない。
【０１５４】
　通信部８６２は、制御部８１０と、データの送受信を行なう。通信部８６２は、前述の
通信部５６２と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰り返さない。したがっ
て、通信部８６２は、無線により、ネットワーク７０とデータ通信を行なうことができる
。また、通信部８６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、ネットワーク７０とデー
タ通信を行なうことができる。
【０１５５】
　なお、検索サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々も、前述したサービスサ
ーバ８００Ａと同様な構成を有するので詳細な説明は繰り返さない。
【０１５６】
　次に、通信端末装置５００を、映像表示装置６００を操作するためのリモコン（以下、
表示装置リモコンともいう）として使用するための処理について説明する。インターフェ
ース操作Ｍにより、制御部５１０がプログラム１８０のリモコンプログラムを実行すると
、通信端末装置５００を、表示装置リモコンとして使用することが可能となる。この場合
、表示部５３０には、以下のリモコン画像ＭＧ１００が表示される。
【０１５７】
　図９は、一例としてのリモコン画像ＭＧ１００を示す図である。図９を参照して、リモ
コン画像ＭＧ１００には、ボタン画像ＭＢＧ１１０，ＭＢＧ１２０，ＭＢＧ１３０が配置
される
　ボタン画像ＭＢＧ１１０，ＭＢＧ１２０，ＭＢＧ１３０の各々は、インターフェース操
作Ｍにより、押下処理されることで、制御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、
通信部５６０を利用して、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１５８】
　ボタン画像ＭＢＧ１１０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
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電源リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。電源リモ
コン信号は、映像表示装置６００の電源がオンである状態と、映像表示装置６００の電源
がオフである状態とを切替えるためのリモコン信号である。
【０１５９】
　ボタン画像ＭＢＧ１２０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
番組表表示リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。番
組表表示リモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０に、後述する番組表画像を
表示させるためのリモコン信号である。
【０１６０】
　ボタン画像ＭＢＧ１３０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
メニュー表示リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
メニュー表示リモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０に、後述するメニュー
画像を表示させるためのリモコン信号である。
【０１６１】
　リモコン画像ＭＧ１００には、さらに、ボタン画像ＭＢＧ１４２，ＭＢＧ１４４，ＭＢ
Ｇ１５２，ＭＢＧ１５４が配置される。ボタン画像ＭＢＧ１４２，ＭＢＧ１４４，ＭＢＧ
１５２，ＭＢＧ１５４の各々は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで
、制御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、通信部５６０を利用して、映像表示
装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１６２】
　ボタン画像ＭＢＧ１４２は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
音量アップリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。音
量アップリモコン信号は、映像表示装置６００の音声出力部６７０から出力される音声を
大きくさせるためのリモコン信号である。ボタン画像ＭＢＧ１４４は、インターフェース
操作Ｍにより、押下処理されることで、音量ダウンリモコン信号を、映像表示装置６００
へ送信するためのボタン画像である。音量ダウンリモコン信号は、映像表示装置６００の
音声出力部６７０から出力される音声を小さくさせるためのリモコン信号である。
【０１６３】
　ボタン画像ＭＢＧ１５２は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
チャンネルプラスリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像であ
る。チャンネルプラスリモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０にＴＶ画像が
表示されている場合に、前述のリモコンチャンネル番号を１インクリメントさせるための
リモコン信号である。なお、リモコンチャンネル番号が“１２”の場合に、上記の１イン
クリメントされる処理が行われた場合、リモコンチャンネル番号は、“１”になる。
【０１６４】
　ボタン画像ＭＢＧ１５４は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
チャンネルマイナスリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像で
ある。チャンネルマイナスリモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０にＴＶ画
像が表示されている場合に、前述のリモコンチャンネル番号を１デクリメントさせるため
のリモコン信号である。なお、リモコンチャンネル番号が“１”の場合に、上記の１デク
リメントされる処理が行われた場合、リモコンチャンネル番号は、“１２”になる。
【０１６５】
　リモコン画像ＭＧ１００には、さらに、ボタン画像ＭＢＧ１７０，ＭＢＧ１８０が配置
される。ボタン画像ＭＢＧ１７０，ＭＢＧ１８０の各々は、インターフェース操作Ｍによ
り、押下処理されることで、制御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、通信部５
６０を利用して、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１６６】
　ボタン画像ＭＢＧ１７０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
設定画像表示リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
設定画像表示リモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０に、後述する設定画像
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を表示させるためのリモコン信号である。ボタン画像ＭＢＧ１８０は、インターフェース
操作Ｍにより、押下処理されることで、詳細リモコン画像表示リモコン信号を、映像表示
装置６００へ送信するためのボタン画像である。詳細リモコン画像表示リモコン信号は、
映像表示装置６００の表示部６３０に、詳細リモコン画像を表示させるためのリモコン信
号である。詳細リモコン画像とは、映像表示装置６００に対し頻繁に使用されるリモコン
信号以外のリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するための画像である。
【０１６７】
　以下においては、通信端末装置５００が、映像表示装置６００へリモコン信号を送信す
ることで映像表示装置６００を操作可能な場合における、通信端末装置５００の動作モー
ドを、リモコンモードともいう。
【０１６８】
　次に、映像表示装置６００が、サービスサーバ８００Ａからコンテンツを受信する処理
（以下、コンテンツ取扱い処理ともいう）について説明する。なお、通信端末装置５００
の表示部５３０には、リモコン画像ＭＧ１００が表示されているとする。この場合、通信
端末装置５００は、リモコンモードに設定されているとする。
【０１６９】
　なお、本実施の形態においては、通信端末装置５００の記憶部５２０には、複数の単語
の各々の説明情報を含む辞書データが記憶されているとする。ここで、説明情報とは、複
数の単語の各々の読み方、意味、語源、用例等を説明した情報である。なお、以下におい
ては、単語の説明情報を、単語説明情報ともいう。辞書データは、たとえば、用語辞書の
データである。辞書データは、たとえば、和英辞書のデータである。この場合、辞書デー
タに含まれる説明情報は、単語に対応する英単語である。
【０１７０】
　図１０は、一例としての辞書データＤ５０を示す図である。図１０を参照して、辞書デ
ータＤ５０は、複数の単語の各々に対応する単語説明情報を含む。辞書データＤ５０にお
いて、「説明」とは、単語に対応する、前述の単語説明情報である。「番号」とは、単語
と、単語に対応する単語説明情報を管理するための番号である。
【０１７１】
　図１１は、コンテンツ取扱い処理のフローチャートである。図１１では、通信端末装置
５００、映像表示装置６００、サービスサーバ８００Ａの各々において行なわれる処理を
示す。
【０１７２】
　通信端末装置５００では、まず、ステップＳ１１０の処理が行なわれる。
　ステップＳ１１０では、制御部５１０が、リスト取得操作があるか否かを判定する。リ
スト取得操作とは、サービスサーバ８００Ａから取得可能なコンテンツのリストを表示部
５３０に表示させるための操作である。具体的には、リスト取得操作は、図９のボタン画
像ＭＢＧ１３０を押下処理するためのインターフェース操作Ｍである。ステップＳ１１０
において、ＹＥＳならば、ステップＳ１１１に進む。一方、ステップＳ１１０において、
ＮＯならば、再度、ステップＳ１１０の処理が行なわれる。
【０１７３】
　ステップＳ１１１では、リスト取得処理が行なわれる。リスト取得処理では、まず、制
御部５１０が、リスト取得要求としてのリスト取得リモコン信号を、通信部５６０を利用
して、映像表示装置６００へ送信する。リスト取得リモコン信号は、サービスサーバ８０
０Ａから取得可能なコンテンツのリストを、映像表示装置６００に取得させるためのリモ
コン信号である。
【０１７４】
　映像表示装置６００では、まず、ステップＳ１２０の処理が行なわれる。ステップＳ１
２０では、制御部６１０が、リスト取得要求としてのリスト取得リモコン信号を受信した
か否かを判定する。ステップＳ１２０において、ＹＥＳならば、ステップＳ１２１に進む
。一方、ステップＳ１２０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１２０の処理が行な
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われる。
【０１７５】
　ステップＳ１２１では、リスト取得処理Ａが行なわれる。リスト取得処理Ａでは、まず
、制御部６１０が、通信部６６２を利用して、サービスサーバ８００Ａから取得可能なコ
ンテンツのリストを取得するためのリスト取得要求Ａを、サービスサーバ８００Ａへ送信
する。
【０１７６】
　サービスサーバ８００Ａでは、まず、ステップＳ１４０の処理が行なわれる。
　ステップＳ１４０では、制御部８１０が、リスト取得要求Ａを受信したか否かを判定す
る。ステップＳ１４０において、ＹＥＳならば、ステップＳ１４１に進む。一方、ステッ
プＳ１４０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１４０の処理が行なわれる。
【０１７７】
　ステップＳ１４１では、制御部８１０が、リスト取得要求Ａを送信した装置に対し、配
信可能なコンテンツのリストのデータである、以下のリストデータＤ１００を送信する。
その後，ステップＳ１４１の処理は終了する。
【０１７８】
　図１２は、一例としてのリストデータＤ１００を示す図である。図１２を参照して、リ
ストデータＤ１００は、複数のコンテンツ情報から構成される。「管理番号」とは、複数
のコンテンツ情報の各々を管理するための番号である。「ＩＤ番号」とは、コンテンツを
識別するための番号である。「タイトル」とは、対応するコンテンツのタイトルを示す。
【０１７９】
　再び、図１１を参照して、映像表示装置６００では、リスト取得処理Ａにおいて、制御
部６１０が、リストデータＤ１００を受信する。制御部６１０は、リストデータＤ１００
を受信すると、記憶部６２０にリストデータＤ１００を記憶させる。そして、制御部６１
０が、リストデータＤ１００に基づいて、ＶＤＰ６３２を利用して、以下のリスト画像Ｇ
２００を生成し、生成したリスト画像Ｇ２００を表示部６３０に表示させる。
【０１８０】
　図１３は、一例としてのリスト画像Ｇ２００を示す図である。図１３を参照して、リス
ト画像Ｇ２００には、ボタン画像ＢＧ２１１，ＢＧ２１２，ＢＧ２１３，ＢＧ２１４，Ｂ
Ｇ２１５，ＢＧ２１６，ＢＧ２１７，ＢＧ２１８，ＢＧ２１９が配置される。ボタン画像
ＢＧ２１１，ＢＧ２１２，ＢＧ２１３，ＢＧ２１４，ＢＧ２１５，ＢＧ２１６，ＢＧ２１
７，ＢＧ２１８，ＢＧ２１９の各々には、コンテンツのタイトルが表示される。
【０１８１】
　ボタン画像ＢＧ２１１，ＢＧ２１２，ＢＧ２１３，ＢＧ２１４，ＢＧ２１５，ＢＧ２１
６，ＢＧ２１７，ＢＧ２１８，ＢＧ２１９の各々は、押下処理されることにより、対応す
るコンテンツを、サービスサーバ８００Ａから取得するためのボタン画像である。
【０１８２】
　なお、ボタン画像ＢＧ２１１，ＢＧ２１２，ＢＧ２１３，ＢＧ２１４，ＢＧ２１５，Ｂ
Ｇ２１６，ＢＧ２１７，ＢＧ２１８，ＢＧ２１９の各々には、対応するコンテンツのサム
ネイル画像が表示されてもよい。サムネイル画像は、動画像および静止画像のいずれであ
ってもよい。サムネイル画像は、コンテンツの内容を示すための画像である。サムネイル
画像は、たとえば、コンテンツの１シーンの動画像であってもよい。
【０１８３】
　なお、リスト画像Ｇ２００は、ＥＰＧデータに基づいて生成された電子番組表が表示さ
れた画像であってもよい。この場合、ボタン画像ＢＧ２１１，ＢＧ２１２，ＢＧ２１３，
ＢＧ２１４，ＢＧ２１５，ＢＧ２１６，ＢＧ２１７，ＢＧ２１８，ＢＧ２１９の各々は、
番組の動画像を取得するためのボタン画像となる。
【０１８４】
　再び、図１１を参照して、ステップＳ１２１のリスト取得処理Ａでは、さらに、制御部
６１０が、通信部６６０を利用して、受信したリストデータＤ１００を、通信端末装置５
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００へ送信（転送）する。その後、ステップＳ１２１の処理は終了する。
【０１８５】
　通信端末装置５００において、ステップＳ１１１のリスト取得処理では、さらに、制御
部５１０が、リストデータＤ１００を受信する。制御部５１０は、リストデータＤ１００
を受信すると、記憶部５２０にリストデータＤ１００を記憶させる。そして、制御部５１
０が、リストデータＤ１００に基づいて、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のリスト画像Ｍ
Ｇ２００を生成し、生成したリスト画像ＭＧ２００を表示部６３０に表示させる。そして
、ステップＳ１１１の処理は終了する。
【０１８６】
　図１４は、一例としてのリスト画像ＭＧ２００を示す図である。図１４を参照して、リ
スト画像ＭＧ２００には、コンテンツ一覧画像Ｇ２１０と、ボタン画像ＭＢＧ１７０，Ｍ
ＢＧ２８０が配置される。
【０１８７】
　コンテンツ一覧画像Ｇ２１０は、サービスサーバ８００Ａから取得可能なコンテンツを
、ボタン画像として表示する画像である。コンテンツ一覧画像Ｇ２１０には、ボタン画像
ＭＢＧ２１１，ＭＢＧ２１２，ＭＢＧ２１３，ＭＢＧ２１４，ＭＢＧ２１５，ＭＢＧ２１
６，ＭＢＧ２１７，ＭＢＧ２１８，ＭＢＧ２１９が配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１１
，ＭＢＧ２１２，ＭＢＧ２１３，ＭＢＧ２１４，ＭＢＧ２１５，ＭＢＧ２１６，ＭＢＧ２
１７，ＭＢＧ２１８，ＭＢＧ２１９の各々には、コンテンツのタイトルが表示される。
【０１８８】
　ボタン画像ＭＢＧ２１１，ＭＢＧ２１２，ＭＢＧ２１３，ＭＢＧ２１４，ＭＢＧ２１５
，ＭＢＧ２１６，ＭＢＧ２１７，ＭＢＧ２１８，ＭＢＧ２１９の各々は、インターフェー
ス操作Ｍにより、押下処理されることにより、映像表示装置６００に表示されているリス
ト画像Ｇ２００内の、同じタイトルを表示するボタン画像を押下処理するためのリモコン
信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１８９】
　たとえば、インターフェース操作Ｍにより、「Ｂ映画」というタイトルを表示するボタ
ン画像ＭＢＧ２１１が押下処理されると、制御部５１０は、リスト画像Ｇ２００内におい
て、「Ｂ映画」というタイトルを表示するボタン画像ＢＧ２１１を押下処理するためのリ
モコン信号を、映像表示装置６００へ送信する。
【０１９０】
　ボタン画像ＭＢＧ１７０は、図９のリモコン画像ＭＧ１００内のボタン画像ＭＢＧ１７
０と同様なので詳細な説明は繰り返さない。ボタン画像２８０は、インターフェース操作
Ｍにより、押下処理されることにより、表示部５３０に、リスト画像ＭＧ２００の代わり
に、図９のリモコン画像ＭＧ１００の画像を表示させるためのボタン画像である。
【０１９１】
　なお、リモコン画像ＭＧ１００は、ＥＰＧデータに基づいて生成された電子番組表が表
示された画像であってもよい。この場合、ボタン画像ＭＢＧ２１１，ＭＢＧ２１２，ＭＢ
Ｇ２１３，ＭＢＧ２１４，ＭＢＧ２１５，ＭＢＧ２１６，ＭＢＧ２１７，ＭＢＧ２１８，
ＭＢＧ２１９の各々は、番組の動画像を取得するためのボタン画像となる。
【０１９２】
　再び、図１１を参照して、通信端末装置５００では、ステップＳ１１１の処理が終了す
ると、ステップＳ１１２に進む。
【０１９３】
　ステップＳ１１２では、制御部５１０が、コンテンツ取得操作があるか否かを判定する
。コンテンツ取得操作とは、サービスサーバ８００Ａからコンテンツを受信するための操
作である。具体的には、コンテンツ取得操作は、インターフェース操作Ｍにより、ボタン
画像ＭＢＧ２１１，ＭＢＧ２１２，ＭＢＧ２１３，ＭＢＧ２１４，ＭＢＧ２１５，ＭＢＧ
２１６，ＭＢＧ２１７，ＭＢＧ２１８，ＭＢＧ２１９のいずれかを押下処理する操作であ
る。
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【０１９４】
　ステップＳ１１２において、ＹＥＳならば、ステップＳ１１３に進む。一方、ステップ
Ｓ１１２において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１１２の処理が行なわれる。ここでは
、インターフェース操作Ｍにより、「Ｃサッカー」というタイトルを表示するボタン画像
ＭＢＧ２１２を押下処理するコンテンツ取得操作があったとして、ステップＳ１１３に進
む。以下においては、コンテンツ取得操作により、サービスサーバ８００Ａに対し、取得
要求されるコンテンツを取得要求コンテンツという。
【０１９５】
　ステップＳ１１３では、制御部５１０が、コンテンツ取得要求としてのコンテンツ取得
リモコン信号を、通信部５６０を利用して、映像表示装置６００へ送信する。そして、こ
のステップＳ１１３の処理は終了する。この場合、コンテンツ取得リモコン信号は、タイ
トルが「Ｃサッカー」の取得要求コンテンツをサービスサーバ８００Ａから受信するため
のリモコン信号である。
【０１９６】
　映像表示装置６００では、ステップＳ１２１の処理が終了すると、ステップＳ１２２に
進む。
【０１９７】
　ステップＳ１２２では、制御部６１０が、コンテンツ取得要求としてのコンテンツ取得
リモコン信号を受信したか否かを判定する。ステップＳ１２２において、ＹＥＳならば、
ステップＳ１２３に進む。一方、ステップＳ１２２において、ＮＯならば、再度、ステッ
プＳ１２２の処理が行なわれる。ここでは、コンテンツ取得要求としての、タイトルが「
Ｃサッカー」の取得要求コンテンツを受信するためのコンテンツ取得リモコン信号を受信
したとして、ステップＳ１２３に進む。
【０１９８】
　ステップＳ１２３では、制御部６１０が、通信部６６２を利用して、サービスサーバ８
００Ａから、受信したコンテンツ取得リモコン信号が特定するコンテンツを取得するため
のコンテンツ取得要求Ａを、サービスサーバ８００Ａへ送信する。その後、ステップＳ１
２３の処理は終了する。コンテンツ取得要求Ａには、取得要求コンテンツを特定するため
のＩＤ番号が含まれる。ここでは、コンテンツ取得要求Ａには、タイトルが「Ｃサッカー
」の取得要求コンテンツを特定するためのＩＤ番号「１２３５」が含まれているとする。
【０１９９】
　サービスサーバ８００Ａでは、ステップＳ１４１の処理が終了すると、ステップＳ１４
２に進む。
【０２００】
　ステップＳ１４２では、制御部８１０が、コンテンツ取得要求Ａを受信したか否かを判
定する。ステップＳ１４２において、ＹＥＳならば、ステップＳ１４３に進む。一方、ス
テップＳ１４２において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１４２の処理が行なわれる。
【０２０１】
　ステップＳ１４３では、コンテンツ配信処理が行なわれる。コンテンツ配信処理では、
制御部８１０が、取得要求コンテンツを、コンテンツ取得要求Ａを送信した映像表示装置
６００へストリーミング配信する処理を開始する。なお、取得要求コンテンツは、放送電
波として、映像表示装置６００へ配信されてもよい。
【０２０２】
　ここで、取得要求コンテンツは、ＭＰＥＧ２－ＴＳ（Transport Stream）形式で圧縮さ
れた動画像データであるとする。なお、動画像データの圧縮形式は、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形
式に限定されることなく、他の形式で圧縮されたデータであってもよい。ここで、他の形
式とは、たとえば、ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４等の形式である。また、取得要求コンテンツ
は、タイトルが「Ｃサッカー」の動画像データであるとする。なお、取得要求コンテンツ
は、ストリーミング配信ではなく、映像表示装置６００が、取得要求コンテンツをダウン
ロード可能なように送信されてもよい。
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【０２０３】
　取得要求コンテンツの配信が終了すると、ステップＳ１４３の処理は終了し、再度、ス
テップＳ１４２の処理が行なわれる。なお、取得要求コンテンツには、以下のメタデータ
が含まれる。すなわち、メタデータは、取得要求コンテンツに対応するデータである。当
該メタデータは、以下のメタデータＤ２００であるとする。
【０２０４】
　図１５は、一例としてのメタデータＤ２００を示す図である。図１５を参照して、メタ
データＤ２００において、「タイトル」とは、取得要求コンテンツのタイトルである。「
配信元」とは、取得要求コンテンツを配信する放送会社等のコンテンツ提供会社である。
「ジャンル」とは、取得要求コンテンツのジャンルである。「出演者」とは、取得要求コ
ンテンツの出演者である。なお、取得要求コンテンツが、たとえば、スポーツ番組であれ
ば、出演者は、たとえば、出場選手となる。「キーワード」とは、取得要求コンテンツに
関連するキーワードである。
【０２０５】
　映像表示装置６００では、ステップＳ１２３の処理の後、ステップＳ１２４に進む。
　ステップＳ１２４では、制御部６１０が、コンテンツ表示処理を実行する。コンテンツ
表示処理は、他の処理とは独立して行なわれる処理である。コンテンツ表示処理の開始後
、ステップＳ１２４の処理は終了し、ステップＳ１２５に進む。
【０２０６】
　コンテンツ表示処理では、制御部６１０が、ＶＤＰ６３２を利用して、取得要求コンテ
ンツをサービスサーバ８００Ａから受信しながら、取得要求コンテンツの再生（復号化）
を行ない、取得要求コンテンツに基づく画像（以下、コンテンツ画像ともいう）を、表示
部６３０に表示するストリーミング再生表示処理が行なわれる。また、制御部６１０は、
取得要求コンテンツに含まれるメタデータを記憶部６２０に記憶させる。
【０２０７】
　なお、取得要求コンテンツの受信が完了し、取得要求コンテンツに基づく画像の再生が
終了した場合、このコンテンツ表示処理は終了する。
【０２０８】
　ステップＳ１２５では、制御部６１０が、取得要求コンテンツに含まれるメタデータを
、通信端末装置５００へ送信する。ここで、送信されるメタデータは、メタデータＤ２０
０であるとする。その後、再度、ステップＳ１２２の処理が行なわれる。
【０２０９】
　通信端末装置５００では、ステップＳ１１３の処理の後、ステップＳ１１４に進む。
　ステップＳ１１４では、制御部５１０が、メタデータを受信したか否かを判定する。ス
テップＳ１１４において、ＹＥＳならば、ステップＳ１１５に進む。一方、ステップＳ１
１４において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１１４の処理が行なわれる。ここでは、メ
タデータＤ２００を受信したとして、ステップＳ１１５に進む。
【０２１０】
　ステップＳ１１５では、辞書検索処理が行なわれる。辞書検索処理では、制御部５１０
が、受信したメタデータに含まれる複数のキーワードの各々に対応する単語説明情報を、
記憶部５２０に記憶されている辞書データから検索する。検索の結果、メタデータに含ま
れる複数のキーワードの少なくとも１つに対応する単語説明情報が検索された場合、制御
部５１０により、検索情報ありと判定される。検索の結果、メタデータに含まれる複数の
キーワードの全てに対応する単語説明情報が検索されなかった場合、制御部５１０により
、検索情報なしと判定される。その後、ステップＳ１１６に進む。ここでは、メタデータ
は、メタデータＤ２００であるとする。また検索に使用された辞書データは、辞書データ
Ｄ５０であるとする。ここでは、制御部５１０により、検索情報ありと判定されたとする
。
【０２１１】
　ステップＳ１１６では、制御部５１０が、ステップＳ１１５の処理において、検索情報
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ありと判定されたか否かが判定される。ステップＳ１１６において、ＹＥＳならば、ステ
ップＳ１１８に進む。一方、ステップＳ１１６において、ＮＯならば、制御部５１０は、
検索情報なし画像を、表示部５３０に表示させて、通信端末装置５００における処理は終
了する。検索情報なし画像は、たとえば、「表示中のコンテンツに関連する用語の説明情
報はありません」というメッセージが表示された画像である。
【０２１２】
　ステップＳ１１８では、検索情報表示処理が行なわれる。検索情報表示処理では、制御
部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、用語説明表示画像を生成し、用語説明表示画像を
表示部５３０に表示する。ここでは、表示部５３０に表示される用語説明表示画像は、以
下の用語説明表示画像ＭＧ３００であるとする。用語説明表示画像ＭＧ３００は、ステッ
プＳ１１５の辞書検索処理により得られた単語説明情報を、対応するキーワードとともに
表示した画像である。以上により、通信端末装置５００における処理は終了する。
【０２１３】
　図１６は、一例としての用語説明表示画像ＭＧ３００を示す図である。図１６を参照し
て、用語説明表示画像ＭＧ３００は、用語説明画像ＭＧ３１０が配置される。用語説明画
像ＭＧ３１０おいて、「用語」とは、メタデータ２００に含まれる複数のキーワードであ
る。「説明」とは、メタデータＤ２００に含まれる複数のキーワードの各々に対応する単
語説明情報である。なお、ステップＳ１１５の辞書検索処理により、キーワードに対応す
る単語説明情報が辞書データになかった場合は、当該キーワードに対応する「説明」の欄
は、空白とされる。
【０２１４】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、映像表示装置６００の表示部６３０に表
示されるコンテンツに含まれるメタデータに含まれる、コンテンツに関連するキーワード
に対応する単語説明情報を、通信端末装置５００が、辞書データから検索する。そして、
検索により得られた単語説明情報を、表示部５３０に表示する。
【０２１５】
　したがって、コンテンツを視聴しながら、コンテンツに関連するキーワードの説明を、
手元の通信端末装置５００で容易に知ることができるという効果を奏する。
【０２１６】
　また、ユーザは、コンテンツに関連するキーワードを入力するという手間が必要ない。
その結果、ユーザに無駄な手間をかけることなく、単語の説明情報を参照できるという効
果を奏する。
【０２１７】
　＜第１の実施の形態の変形例１＞
　本実施の形態では、検索の対象となる情報が辞書データにない場合、ネットワークから
情報を取得する処理について説明する。
【０２１８】
　本実施の形態におけるネットワークシステムは、第１の実施の形態におけるネットワー
クシステム１０００と同様なので詳細な説明は繰り返さない。通信端末装置５００、映像
表示装置６００およびサービスサーバ８００Ａの各々の構成は、第１の実施の形態におい
て、説明した構成と同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０２１９】
　次に、映像表示装置６００が、サービスサーバ８００Ａからコンテンツを受信する処理
（以下、コンテンツ取扱い処理Ａともいう）について説明する。なお、通信端末装置５０
０の表示部５３０には、リモコン画像ＭＧ１００が表示されているとする。この場合、通
信端末装置５００は、リモコンモードに設定されているとする。
【０２２０】
　また、本実施の形態においては、通信端末装置５００の記憶部５２０には、第１の実施
の形態と同様、辞書データが記憶されているとする。
【０２２１】
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　図１７は、コンテンツ取扱い処理Ａのフローチャートである。図１７では、通信端末装
置５００、映像表示装置６００、サービスサーバ８００Ａの各々において行なわれる処理
を示す。図１７を参照して、コンテンツ取扱い処理Ａは、図１１のコンテンツ取扱い処理
と比較して、ステップＳ１１５の代わりにステップＳ１１５Ａが行なわれる点と、ステッ
プＳ１１６の代わりにステップＳ１１６Ａが行なわれる点と、ステップＳ１１７の処理が
さらに行なわれる点とが異なる。それ以外は、コンテンツ取扱い処理と同様なので詳細な
説明は繰り返さない。以下、第１の実施の形態のコンテンツ取扱い処理と異なる処理を、
主に説明する。
【０２２２】
　コンテンツ取扱い処理Ａにおいて、ステップＳ１１４の処理が行なわれるまでの通信端
末装置５００、映像表示装置６００、サービスサーバ８００Ａの各々で行なわれる処理は
、第１の実施の形態のコンテンツ取扱い処理と同様なので詳細な説明は繰り返さない。こ
こでは、メタデータを受信したとして、ステップＳ１１４の処理により、ＹＥＳと判定さ
れて、ステップＳ１１５Ａに進む。
【０２２３】
　ステップＳ１１５Ａでは、辞書検索処理Ａが行なわれる。辞書検索処理Ａでは、制御部
５１０が、受信したメタデータに含まれる複数のキーワードの各々に対応する単語説明情
報を、記憶部５２０に記憶されている辞書データから検索する。
【０２２４】
　検索の結果、メタデータに含まれる複数のキーワードの全てに対応する単語説明情報が
検索された場合、制御部５１０により、全ての検索情報ありと判定される。検索の結果、
メタデータに含まれる複数のキーワードの少なくとも１つに対応する単語説明情報が検索
されなかった場合、制御部５１０により、検索情報なしと判定される。その後、ステップ
Ｓ１１６Ａに進む。
【０２２５】
　ステップＳ１１５Ａの処理で使用されたメタデータは、図１５のメタデータＤ２００で
あるとする。また検索に使用された辞書データは、辞書データＤ５０であるとする。した
がって、ステップＳ１１５Ａでは、制御部５１０により、検索情報なしと判定されたとす
る。以下においては、対応する単語説明情報が、辞書データから検索されなかったキーワ
ードを、外部検索対象キーワードともいう。
【０２２６】
　ステップＳ１１６Ａでは、制御部５１０が、ステップＳ１１５Ａの処理において、全て
の検索情報ありと判定されたか否かが判定される。ステップＳ１１６Ａにおいて、ＹＥＳ
ならば、ステップＳ１１８に進む。一方、ステップＳ１１６Ａにおいて、ＮＯならば、ス
テップＳ１１７に進む。ここでは、検索情報なしと判定されたとして、ステップＳ１１７
に進む。
【０２２７】
　なお、ステップＳ１１８では、第１の実施の形態と同様な処理が行なわれるので詳細な
説明は繰り返さない。この処理により、表示部５３０には、図１６の用語説明表示画像Ｍ
Ｇ３００において、「用語」に対応する「説明」の欄が空白でない用語説明表示画像が表
示される。以上により、通信端末装置５００における処理は終了する。
【０２２８】
　ステップＳ１１７では、検索処理が行なわれる。
　図１８は、検索処理および検索サーバ８００Ｓで行なわれる処理のフローチャートであ
る。図１８を参照して、通信端末装置５００が行なう検索処理では、まず、ステップＳ２
１０の処理が行なわれる。
【０２２９】
　ステップＳ２１０では、検索情報を送信する検索情報送信処理が行なわれる。
　検索情報送信処理では、制御部５１０が、検索情報を、検索サーバ８００Ｓへ送信する
。その後、ステップＳ２１０の処理は終了する。
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【０２３０】
　ここで、送信される検索情報は、前述の外部検索対象キーワードであるとする。外部検
索対象キーワードは、前述したように、対応する単語説明情報が、辞書データから検索さ
れなかったキーワードである。ここで、ステップＳ１１５Ａの辞書検索処理Ａにおいて、
使用されたメタデータが、図１５のメタデータＤ２００である場合、検索情報としての外
部検索対象キーワードは、「ＦＩＦＵ」というキーワードであるとする。
【０２３１】
　検索サーバ８００Ｓでは、まず、ステップＳ２５０の処理が行なわれる。
　ステップＳ２５０では、制御部８１０が、検索情報を受信したか否かを判定する。ステ
ップＳ２５０において、ＹＥＳならば、ステップＳ２５１に進む。一方、ステップＳ２５
０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ２５０の処理が行なわれる。ここでは、検索
情報としての外部検索対象キーワードを受信したとして、ステップＳ２５１に進む。
【０２３２】
　ステップＳ２５１では、ＵＲＬ検索処理が行なわれる。ＵＲＬ検索処理では、受信した
検索情報としての外部検索対象キーワード（「ＦＩＦＵ」）に関連する情報が表示された
ＷｅｂページのＵＲＬを、検索サーバ８００Ｓに記憶されている情報のデータベースから
検索する処理が行なわれる。なお、ＵＲＬ検索処理は、検索サーバ８００Ｓにネットワー
ク接続されている他の装置が有する情報のデータベースから検索する処理が行なわれても
よい。その後、ステップＳ２５２に進む。
【０２３３】
　以下においては、ＵＲＬ検索処理により、複数のＵＲＬが検索された場合、当該複数の
ＵＲＬにそれぞれ対応する複数のＷｅｂページのうち、他のＷｅｂページからのリンクの
数が最も多いＷｅｂページに対応するＵＲＬを、検索取得ＵＲＬともいう。
【０２３４】
　なお、ＵＲＬ検索処理により、複数のＵＲＬが検索された場合、検索取得ＵＲＬは、前
述したＷｅｂページに対応するＵＲＬに限定されない。たとえば、検索取得ＵＲＬは、当
該複数のＵＲＬにそれぞれ対応する複数のＷｅｂページのうち、外部検索対象キーワード
に関連する情報を最も多く表示しているＷｅｂページに対応するＵＲＬであってもよい。
なお、ＵＲＬ検索処理により、１つのＵＲＬが検索された場合は、当該１つのＵＲＬが、
検索取得ＵＲＬとなる。
【０２３５】
　ステップＳ２５２では、制御部８１０が、検索取得ＵＲＬを、通信端末装置５００へ送
信する。その後、再度、ステップＳ２５０の処理が行なわれる。
【０２３６】
　検索処理では、ステップＳ２１０の処理の後、ステップＳ２１４に進む。
　ステップＳ２１４では、検索取得ＵＲＬ受信処理が行なわれる。検索取得ＵＲＬ受信処
理では、御部５１０が、検索取得ＵＲＬを受信する。そして、制御部５１０は、受信した
検索取得ＵＲＬを、記憶部５２０に記憶させる。その後、ステップＳ２１５に進む。
【０２３７】
　ステップＳ２１５では、情報取得処理が行なわれる。情報取得処理では、制御部５１０
が、ネットワークとしてのインターネットにおいて、検索取得ＵＲＬにアクセスし、検索
取得ＵＲＬに対応するＷｅｂページデータを取得する。そして、制御部５１０は、取得し
たＷｅｂページデータ（以下、取得Ｗｅｂページデータともいう）を、記憶部５２０に記
憶させる。
【０２３８】
　なお、取得Ｗｅｂページデータに基づく情報が、外部検索対象キーワードを説明するた
めの文字による情報である場合、制御部５１０は、外部検索対象キーワードと対応づけた
取得Ｗｅｂページデータに基づく情報を、辞書データに追加する情報追加処理を行なう。
この場合、取得Ｗｅｂページデータに基づく情報は、単語説明情報となる。ここで、外部
検索対象キーワードは、「ＦＩＦＵ」というキーワードであるとする。情報追加処理が行
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なわれる前の辞書データが、図１０の辞書データＤ５０である場合、情報追加処理により
、辞書データＤ５０は、以下の辞書データＤ５０Ａとなる。そして、ステップＳ２１５の
処理は終了する。
【０２３９】
　図１９は、一例としての辞書データＤ５０Ａを示す図である。図１９を参照して、辞書
データＤ５０Ａは、図１０の辞書データＤ５０と比較して、番号“４”の行に、単語「Ｆ
ＩＦＵ」と、単語「ＦＩＦＵ」に対応する取得Ｗｅｂページデータに基づく単語説明情報
が追加されている点が異なる。それ以外は、辞書データＤ５０と同様なので詳細な説明は
繰り返さない。
【０２４０】
　したがって、情報追加処理により、辞書データに含まれる単語説明情報の数が増えるこ
とになる。すなわち、辞書データにおいて、検索可能なキーワードが増えることになる。
【０２４１】
　再び、図１８を参照して、ステップＳ２１５の処理の後、ステップＳ２１６に進む。
　ステップＳ２１６では、検索情報表示処理Ａが行なわれる。検索情報表示処理Ａでは、
図１７のステップＳ１１５Ａの辞書検索処理Ａにより得られた単語説明情報と、ステップ
Ｓ２１５の情報取得処理により得られた取得Ｗｅｂページデータとを利用して、制御部５
１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、用語説明表示画像を生成し、用語説明表示画像を表示
部５３０に表示する。
【０２４２】
　ここでは、表示部５３０に表示される用語説明表示画像は、以下の用語説明表示画像Ｍ
Ｇ３００Ａであるとする。用語説明表示画像ＭＧ３００Ａは、辞書検索処理Ａにより得ら
れた単語説明情報および情報取得処理により得られた取得Ｗｅｂページデータに基づく情
報を、対応するキーワードとともに表示した画像である。なお、ここでは、取得Ｗｅｂペ
ージデータは、外部検索対象キーワードを説明するための情報のデータであるとする。ま
た、外部検索対象キーワードは、「ＦＩＦＵ」というキーワードであるとする。
【０２４３】
　以上により、ステップＳ２１６の処理は終了し、図１７の通信端末装置５００の処理に
戻り、ステップＳ１１７の処理は終了し、通信端末装置５００における処理も終了する。
【０２４４】
　図２０は、一例としての用語説明表示画像ＭＧ３００Ａを示す図である。図２０を参照
して、用語説明表示画像ＭＧ３００Ａは、図１６の用語説明表示画像ＭＧ３００と比較し
て、用語説明画像ＭＧ３１０の代わりに用語説明画像ＭＧ３１０Ａが配置される点が異な
る。用語説明画像ＭＧ３１０Ａは、用語説明画像ＭＧ３１０と比較して、外部検索対象キ
ーワードである「ＦＩＦＵ」という用語に対応して、「ＦＩＦＵ」を説明するための単語
説明情報が追記されている点が異なる。なお、単語説明情報が追記されている箇所には、
前述の検索取得ＵＲＬが関連付けられたハイパーリンク文字列（たとえば、「詳細はこち
ら」という文字列）が表示されてもよい。
【０２４５】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、検索の対象となる情報が辞書データにな
い場合、インターネット等のネットワークに接続された検索サーバ８００Ｓから、辞書デ
ータから検索されなかった、外部検索対象キーワード（「ＦＩＦＵ」）に関連する情報が
表示されたＷｅｂページのＵＲＬ（検索取得ＵＲＬ）を取得する。そして、ネットワーク
としてのインターネットにおいて、検索取得ＵＲＬにアクセスし、検索取得ＵＲＬに対応
するＷｅｂページデータを取得し、Ｗｅｂページデータに基づく情報を表示させる。
【０２４６】
　したがって、本実施の形態では、検索の対象となる情報が辞書データになくても、ユー
ザは、ネットワークにアクセスして検索処理を行なうといった手間を行なうことなく、検
索の対象となる情報を参照することができる。すなわち、無駄な手間をかけることなく、
単語の説明情報を参照できるという効果を奏する。
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【０２４７】
　また、新しく生成された用語、辞書データにない用語等の説明を得ることができるとい
う効果を奏する。
【０２４８】
　また、ネットワークから取得した単語説明情報を、辞書データに追加するため、辞書デ
ータの語彙を増やすことができるという効果を奏する。
【０２４９】
　＜第１の実施の形態の変形例２＞
　本実施の形態では、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているコンテンツに
関連する情報を取得する、他の処理について説明する。
【０２５０】
　本実施の形態におけるネットワークシステムは、第１の実施の形態におけるネットワー
クシステム１０００と同様なので詳細な説明は繰り返さない。通信端末装置５００、映像
表示装置６００およびサービスサーバ８００Ａの各々の構成は、第１の実施の形態におい
て、説明した構成と同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０２５１】
　次に、映像表示装置６００が、サービスサーバ８００Ａからコンテンツを受信する処理
（以下、コンテンツ取扱い処理Ｂともいう）について説明する。なお、通信端末装置５０
０の表示部５３０には、リモコン画像ＭＧ１００が表示されているとする。この場合、通
信端末装置５００は、リモコンモードに設定されているとする。
【０２５２】
　また、本実施の形態においては、通信端末装置５００の記憶部５２０には、第１の実施
の形態と同様、辞書データが記憶されているとする。
【０２５３】
　図２１は、コンテンツ取扱い処理Ｂのフローチャートである。図２１では、通信端末装
置５００、映像表示装置６００、サービスサーバ８００Ａの各々において行なわれる処理
を示す。図２１を参照して、コンテンツ取扱い処理Ｂは、図１７のコンテンツ取扱い処理
Ａと比較して、ステップＳ１１７の代わりにステップＳ１１７Ｂが行なわれる点と、ステ
ップＳ１１８の代わりにステップＳ１１８Ｂが行なわれる点とが異なる。それ以外は、コ
ンテンツ取扱い処理Ａと同様なので詳細な説明は繰り返さない。以下、第１の実施の形態
の変形例１のコンテンツ取扱い処理Ａと異なる処理を、主に説明する。
【０２５４】
　コンテンツ取扱い処理Ｂにおいて、ステップＳ１１５Ａの処理が行なわれるまでの通信
端末装置５００、映像表示装置６００、サービスサーバ８００Ａの各々で行なわれる処理
は、第１の実施の形態の変形例１のコンテンツ取扱い処理Ａと同様なので詳細な説明は繰
り返さない。ここで、ステップＳ１１５Ａの処理が行なわれる場合に使用されるメタデー
タは、図１５のメタデータＤ２００であるとする。その後、ステップＳ１１６Ａに進む。
【０２５５】
　ステップＳ１１６Ａでは、第１の実施の形態の変形例１と同様な処理が行なわれるので
詳細な説明は繰り返さない。ステップＳ１１６Ａにおいて、ＹＥＳならば、ステップＳ１
１８Ｂに進む。一方、ステップＳ１１６Ａにおいて、ＮＯならば、後述するステップＳ１
１７Ｂに進む。
【０２５６】
　ステップＳ１１８Ｂでは、検索情報表示処理Ｂが行なわれる。
　図２２は、検索情報表示処理Ｂおよび検索サーバ８００Ｓで行なわれる処理のフローチ
ャートである。図２２を参照して、通信端末装置５００が行なう検索情報表示処理Ｂでは
、まず、ステップＳ３０５の処理が行なわれる。
【０２５７】
　ステップＳ３０５では、キーワード抽出処理が行なわれる。キーワード抽出処理では、
制御部５１０が、図２１のステップＳ１１５Ａの辞書検索処理Ａにより検索された、メタ
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データに含まれる複数のキーワード各々に対応する単語説明情報から、メタデータに示さ
れるジャンルに関連するキーワードを抽出する。以下においては、抽出されたキーワード
を、抽出キーワードともいう。ここで、ステップＳ１１５Ａで使用されるメタデータは、
図１５のメタデータＤ２００であるとする。
【０２５８】
　この場合、ジャンルは、「スポーツ」である。また、メタデータＤ２００に含まれる複
数のキーワードの各々に対応する単語説明情報は、図１９の辞書データＤ５０Ａにおいて
、番号“１”～“４”の各々に対応する単語説明情報となる。たとえば、辞書データＤ５
０Ａにおいて、番号“１”に対応する単語説明情報に対してのキーワード抽出処理は、制
御部５１０が、番号“１”に対応する単語説明情報を、複数の単語に分け、「スポーツ」
に関連する単語を、キーワードとして抽出する。この抽出処理は、記憶部５２０に記憶さ
れている辞書データに含まれる複数の単語説明情報が利用される。
【０２５９】
　具体的には、制御部５１０は、辞書データから、分けられた複数の単語のうち、たとえ
ば、名詞としての単語に対応する単語説明情報を検索する。検索に使用される辞書データ
は、辞書データＤ５０Ａであるとする。そして、検索された単語説明情報による説明に「
スポーツ」という単語がある場合、当該検索された単語説明情報に対応する、名詞として
の単語を、キーワードとして抽出する。なお、検索される単語説明情報に対応する単語は
、名詞に限定されず、他の品詞であってもよい。
【０２６０】
　ここで、辞書データＤ５０Ａにおいて、番号“１”に対応する単語説明情報において、
分けられた複数の単語のうち、名詞としての「フットボール」という単語に対応する単語
説明情報による説明に「スポーツ」という単語があるとする。この場合、「フットボール
」という単語が、「スポーツ」に関連する単語であり、抽出キーワードとなる。
【０２６１】
　制御部５１０は、辞書データＤ５０Ａにおいて、番号“１”に対応する単語説明情報に
対して行なった前述の処理を、番号“２”～“４”の各々に対応する単語説明情報に対し
ても同様に行なうことにより、抽出キーワードを取得する。ここでは、「フットボール」
という抽出キーワードが取得されたとする。その後、ステップＳ３１０に進む。
【０２６２】
　ステップＳ３１０では、検索情報を送信する検索情報送信処理Ｂが行なわれる。検索情
報送信処理Ｂでは、制御部５１０が、検索情報を、検索サーバ８００Ｓへ送信する。その
後、ステップＳ３１０の処理は終了する。
【０２６３】
　ここで、送信される検索情報は、前述の抽出キーワードであるとする。ここで、検索情
報としての抽出キーワードは、「フットボール」というキーワードであるとする。
【０２６４】
　検索サーバ８００Ｓでは、まず、ステップＳ３５０の処理が行なわれる。
　ステップＳ３５０では、制御部８１０が、検索情報を受信したか否かを判定する。ステ
ップＳ３５０において、ＹＥＳならば、ステップＳ３５１に進む。一方、ステップＳ３５
０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ３５０の処理が行なわれる。ここでは、検索
情報としての抽出キーワードを受信したとして、ステップＳ３５１に進む。
【０２６５】
　ステップＳ３５１では、ＵＲＬ検索処理が行なわれる。ＵＲＬ検索処理では、受信した
検索情報としての抽出キーワード（「フットボール」）に関連する情報が表示されたＷｅ
ｂページのＵＲＬを、検索サーバ８００Ｓに記憶されている情報のデータベースから検索
する処理が行なわれる。なお、詳細な処理内容は、図１８のステップＳ２５１と同様なの
で詳細な説明は繰り返さない。これにより、検索取得ＵＲＬが取得される。その後、ステ
ップＳ３５２に進む。
【０２６６】
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　ステップＳ３５２では、制御部８１０が、検索取得ＵＲＬを、通信端末装置５００へ送
信する。その後、再度、ステップＳ３５０の処理が行なわれる。
【０２６７】
　検索情報表示処理Ｂでは、ステップＳ３１０の処理の後、ステップＳ３１１に進む。
　ステップＳ３１１では、検索取得ＵＲＬ受信処理が行なわれる。検索取得ＵＲＬ受信処
理では、御部５１０が、検索取得ＵＲＬを受信する。そして、制御部５１０は、受信した
検索取得ＵＲＬを、記憶部５２０に記憶させる。その後、ステップＳ３１２に進む。
【０２６８】
　ステップＳ３１２では、リンク文字列表示処理が行なわれる。リンク文字列表示処理で
は、図２１のステップＳ１１５Ａの辞書検索処理Ａにより得られた単語説明情報と、抽出
キーワードとを利用して、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、用語説明表示画像
を生成し、用語説明表示画像を表示部５３０に表示する。その後、ステップＳ３１２の処
理は終了する。
【０２６９】
　ここでは、表示部５３０に表示される用語説明表示画像は、以下の用語説明表示画像Ｍ
Ｇ３００Ｂであるとする。用語説明表示画像ＭＧ３００Ｂは、単語説明情報内の抽出キー
ワードをハイパーリンク文字列として表示した画像である。ここで、抽出キーワードは、
ステップＳ３１１で取得した検索取得ＵＲＬと関連付けられる。ここで、抽出キーワード
は、「フットボール」という単語であるとする。
【０２７０】
　図２３は、一例としての用語説明表示画像ＭＧ３００Ｂを示す図である。図２３を参照
して、用語説明表示画像ＭＧ３００Ｂは、図２０の用語説明表示画像ＭＧ３００Ａと比較
して、用語説明画像ＭＧ３１０Ａの代わりに用語説明画像ＭＧ３１０Ｂが配置される点が
異なる。用語説明画像ＭＧ３１０Ｂは、用語説明画像ＭＧ３１０Ａと比較して、抽出キー
ワードである「フットボール」という単語に、ハイパーリンク文字列であることを示すた
めの下線が引かれている点が異なる。それ以外は、用語説明画像ＭＧ３１０Ａと同様なの
で詳細な説明は繰り返さない。
【０２７１】
　なお、抽出キーワードがハイパーリンク文字列であることを示す表示態様は、下線に限
定されない。抽出キーワードがハイパーリンク文字列であることを示すために、たとえば
、抽出キーワードを、他の文字列と異なる色で表示してもよい。
【０２７２】
　再び、図２２を参照して、ステップＳ３１２の処理の後、ステップＳ３１３に進む。
　ステップＳ３１３では、制御部５１０が、情報取得操作があるか否かを判定する。ここ
で、情報取得操作は、表示部５３０に、ハイパーリンク文字列として表示されている抽出
キーワードに対応する検索取得ＵＲＬに対応するＷｅｂページの情報を取得するための操
作である。情報取得操作は、表示部５３０に、ハイパーリンク文字列として表示されてい
る抽出キーワード（「フットボール」）を、たとえば、タッチするインターフェース操作
Ｍである。ステップＳ３１３において、ＹＥＳならば、ステップＳ３１５に進む。一方、
ステップＳ３１３において、ＮＯならば、再度、ステップＳ３１３の処理が行なわれる。
ここでは、情報取得操作があったとして、ステップＳ３１５に進む。
【０２７３】
　ステップＳ３１５では、情報取得処理が行なわれる。情報取得処理は、図１８のステッ
プＳ２１５の処理と同様なので詳細な説明は繰り返さない。この処理により、検索取得Ｕ
ＲＬに対応する取得Ｗｅｂページデータが、記憶部５２０に記憶される。なお、取得Ｗｅ
ｂページデータに基づく情報が、抽出キーワードを説明するための文字による情報である
場合、制御部５１０は、抽出キーワードと対応づけた取得Ｗｅｂページデータに基づく情
報を、辞書データに追加する情報追加処理を行なう。情報追加処理は、ステップＳ２１５
で説明した処理と同様なので詳細な説明は繰り返さない。その後、ステップＳ３１６に進
む。
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【０２７４】
　ステップＳ３１６では、検索情報表示処理ＢＢが行なわれる。検索情報表示処理ＢＢで
は、取得Ｗｅｂページデータを利用して、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、Ｗ
ｅｂページ画像を生成し、Ｗｅｂページ画像を表示部５３０に表示する。そして、ステッ
プＳ３１６の処理は終了する。Ｗｅｂページ画像は、一例として、以下のＷｅｂページ画
像ＭＧ４００であるとする。
【０２７５】
　図２４は、一例としてのＷｅｂページ画像ＭＧ４００を示す図である。図２４を参照し
て、Ｗｅｂページ画像ＭＧ４００には、一例として、静止画像表示画像ＭＧ４１０と、情
報表示画像ＭＧ４２０とが配置される。
【０２７６】
　静止画像表示画像ＭＧ４１０は、静止画像が表示される。当該静止画像は、たとえば、
フットボールに関連する画像である。情報表示画像ＭＧ４２０は、文章が表示される画像
である。当該文章は、たとえが、フットボールの説明の文章である。
【０２７７】
　再び、図２２を参照して、ステップＳ３１６の処理の後、ステップＳ３１７に進む。
　ステップＳ３１７では、制御部５１０が、終了操作があるか否かを判定する。終了操作
は、コンテンツ取扱い処理Ｂにおける通信端末装置５００の処理を終了させるためのイン
ターフェース操作Ｍである。ステップＳ３１７において、ＹＥＳならば、この検索情報表
示処理Ｂは終了し、図２１の通信端末装置５００の処理に戻り、通信端末装置５００にお
ける処理も終了する。一方、ステップＳ３１７において、ＮＯならば、再度、ステップＳ
３１７の処理が行なわれる。
【０２７８】
　前述のステップＳ１１６Ａにおいて、ＮＯならば、ステップＳ１１７Ｂに進む。
　ステップＳ１１７Ｂでは、検索処理Ｂが行なわれる。
【０２７９】
　図２５は、検索処理Ｂおよび検索サーバ８００Ｓで行なわれる処理のフローチャートで
ある。図２５を参照して、検索処理Ｂは、図１８の検索処理と比較して、ステップＳ２１
６の代わりにステップＳ２１６Ｂが行なわれる点が異なる。それ以外は、検索処理と同様
なので詳細な説明は繰り返さない。以下、第１の実施の形態の変形例１と異なる処理を、
主に説明する。通信端末装置５００が行なう検索処理Ｂでは、まず、ステップＳ２１０の
処理が行なわれる。
【０２８０】
　ステップＳ２１０では、第１の実施の形態の変形例１と同様な処理が行なわれるので詳
細な説明は繰り返さない。この処理により、検索情報としての外部検索対象キーワードが
、検索サーバ８００Ｓへ送信される。ここで、検索情報としての外部検索対象キーワード
は、「ＦＩＦＵ」というキーワードであるとする。
【０２８１】
　検索サーバ８００Ｓでは、第１の実施の形態の変形例１と同様、ステップＳ２５０，Ｓ
２５１，Ｓ２５２の処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。これらの処理によ
り、検索取得ＵＲＬが、通信端末装置５００へ送信される。
【０２８２】
　検索処理Ｂでは、ステップＳ２１０の処理の後、第１の実施の形態の変形例１と同様に
、ステップＳ２１４，Ｓ２１５の処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
【０２８３】
　なお、ステップＳ２１５においては、取得Ｗｅｂページデータに基づく情報が、外部検
索対象キーワードを説明するための文字による情報であるとして、前述した情報追加処理
が行なわれるとする。情報追加処理が行なわれる前の辞書データが、図１０の辞書データ
Ｄ５０である場合、情報追加処理により、辞書データＤ５０は、図１９の辞書データＤ５
０Ａとなる。
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【０２８４】
　ステップＳ２１５の処理の後、ステップＳ２１６Ｂに進む。
　ステップＳ２１６Ｂでは、検索情報表示処理Ｂが行なわれる。検索情報表示処理Ｂは、
前述の図２２で説明した処理である。
【０２８５】
　再び、図２２を参照して、ステップＳ３０５では、前述した処理が行なわれるので詳細
な説明は繰り返さない。ステップＳ３０５で使用されるメタデータは、図１５のメタデー
タＤ２００であるとする。この処理により、図１９の辞書データＤ５０Ａにおいて、番号
“４”に対応する「サッカー」という抽出キーワードが取得されたとする。その後、ステ
ップＳ３１０に進む。
【０２８６】
　その後、ステップＳ３１０の処理が行なわれる。ステップＳ３１０では、前述した処理
と同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。この処理により、「サッカー
」という、検索情報としての抽出キーワードが検索サーバ８００Ｓへ送信される。
【０２８７】
　検索サーバ８００Ｓでは、前述したように、ステップＳ３５０，Ｓ３５１，Ｓ３５２の
処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。これらの処理により、検索取得ＵＲＬ
が、通信端末装置５００へ送信される。
【０２８８】
　検索情報表示処理Ｂでは、ステップＳ３１０の処理の後、前述したステップＳ３１１，
Ｓ３１２の処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで、抽出キーワードは
、「サッカー」という単語であるとする。これらの処理により、表示部５３０には、以下
の用語説明表示画像ＭＧ３００Ｃが表示される。
【０２８９】
　図２６は、一例としての用語説明表示画像ＭＧ３００Ｃを示す図である。図２６を参照
して、用語説明表示画像ＭＧ３００Ｃは、図２０の用語説明表示画像ＭＧ３００Ａと比較
して、用語説明画像ＭＧ３１０Ａの代わりに用語説明画像ＭＧ３１０Ｃが配置される点が
異なる。用語説明画像ＭＧ３１０Ｃは、用語説明画像ＭＧ３１０Ａと比較して、抽出キー
ワードである「サッカー」という単語に、ハイパーリンク文字列であることを示すための
下線が引かれている点が異なる。それ以外は、用語説明画像ＭＧ３１０Ａと同様なので詳
細な説明は繰り返さない。
【０２９０】
　なお、抽出キーワードがハイパーリンク文字列であることを示す表示態様は、下線に限
定されない。抽出キーワードがハイパーリンク文字列であることを示すために、たとえば
、抽出キーワードを、他の文字列と異なる色で表示してもよい。
【０２９１】
　再び、図２２を参照して、ステップＳ３１２の処理の後、ステップＳ３１３に進む。
　ステップＳ３１３では、前述した処理と同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り
返さない。ここでは、「サッカー」という抽出キーワードをタッチする情報取得操作があ
ったとして、ステップＳ３１５に進む。
【０２９２】
　ステップＳ３１５では、前述した処理と同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り
返さない。その後、前述したのと同様に、ステップＳ３１６の処理が行なわれる。これら
の処理により、表示部５３０には、たとえば、「サッカー」に関連する情報等を表示した
Ｗｅｂページ画像が表示される。その後、ステップＳ３１７の処理において、ＹＥＳと判
定されると、この検索情報表示処理Ｂは終了し、図２５の検索処理Ｂに戻り、ステップＳ
２１６Ｂの処理は終了し、検索処理Ｂは終了し、図２１の通信端末装置５００の処理に戻
り、ステップＳ１１７Ｂの処理が終了し、通信端末装置５００における処理も終了する。
【０２９３】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、メタデータに含まれる複数のキーワード
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各々に対応する単語説明情報から、メタデータに示されるジャンルに関連するキーワード
（抽出キーワード）が自動的に抽出される。そして、抽出キーワードが、抽出キーワード
に関連する情報が表示されたＷｅｂページのＵＲＬと関連付けられたハイパーリンク文字
列として、表示部５３０に表示される。そして、抽出キーワードのタッチ操作により、抽
出キーワードに関連する情報を参照することができる。
【０２９４】
　したがって、本実施の形態では、第１の実施の形態の奏する効果に加え、辞書データか
ら検索され、かつ、表示部５３０表示された単語説明情報に含まれる複数の単語のうち、
映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているコンテンツのジャンルに関する単語
に関連する情報までも、手元の通信端末装置５００で容易に知ることができるという効果
を奏する。
【０２９５】
　また、本実施の形態によれば、検索の対象となる情報が辞書データにない場合、第１の
実施の形態の変形例１と同様、ネットワークとしてのインターネットから、検索の対象と
なる情報を取得する。そして、取得された情報から、メタデータに示されるジャンルに関
連するキーワード（抽出キーワード）が自動的に抽出される。そして、抽出キーワードが
、抽出キーワードに関連する情報が表示されたＷｅｂページのＵＲＬと関連付けられたハ
イパーリンク文字列として、表示部５３０に表示される。そして、抽出キーワードのタッ
チ操作により、抽出キーワードに関連する情報を参照することができる。
【０２９６】
　したがって、本実施の形態では、第１の実施の形態の変形例１の奏する効果に加え、ネ
ットワークとしてのインターネットから検索され、かつ、表示部５３０表示された単語説
明情報に含まれる複数の単語のうち、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されてい
るコンテンツのジャンルに関する単語に関連する情報までも、手元の通信端末装置５００
で容易に知ることができるという効果を奏する。
【０２９７】
　なお、本発明においては、メタデータは、映像表示装置６００が受信するコンテンツに
含まれるものとしたが、メタデータは、受信するコンテンツに含まれていなくてもよい。
この場合、通信端末装置５００は、当該コンテンツに対応するメタデータを、ネットワー
ク経由で受信してもよいし、放送電波として受信してもよい。また、映像表示装置６００
は、コンテンツを、放送電波として受信し、通信端末装置５００は、当該コンテンツに対
応するメタデータを、ネットワーク経由で受信してもよい。
【０２９８】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【０２９９】
【図１】本実施の形態におけるネットワークシステムの構成を示す図である。
【図２】通信端末装置の外観を正面から示した図である。
【図３】通信端末装置の外観を左側面から示した図である。
【図４】通信端末装置の外観を背面から示した図である。
【図５】通信端末装置の内部構成を示したブロック図である。
【図６】映像表示装置の外観を正面から示した図である。
【図７】映像表示装置の内部構成を示したブロック図である。
【図８】サービスサーバの内部構成を示したブロック図である。
【図９】一例としてのリモコン画像を示す図である。
【図１０】一例としての辞書データを示す図である。
【図１１】コンテンツ取扱い処理のフローチャートである。
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【図１２】一例としてのリストデータを示す図である。
【図１３】一例としてのリスト画像を示す図である。
【図１４】一例としてのリスト画像を示す図である。
【図１５】一例としてのメタデータを示す図である。
【図１６】一例としての用語説明表示画像を示す図である。
【図１７】コンテンツ取扱い処理Ａのフローチャートである。
【図１８】検索処理および検索サーバで行なわれる処理のフローチャートである。
【図１９】一例としての辞書データを示す図である。
【図２０】一例としての用語説明表示画像を示す図である。
【図２１】コンテンツ取扱い処理Ｂのフローチャートである。
【図２２】検索情報表示処理Ｂおよび検索サーバで行なわれる処理のフローチャートであ
る。
【図２３】一例としての用語説明表示画像を示す図である。
【図２４】一例としてのＷｅｂページ画像を示す図である。
【図２５】検索処理Ｂおよび検索サーバで行なわれる処理のフローチャートである。
【図２６】一例としての用語説明表示画像を示す図である。
【符号の説明】
【０３００】
　５０　通信部、７０　ネットワーク、１８０，１８０Ａ，１８０Ｂ　プログラム、３０
０　リモコン、５００　通信端末装置、５１０，６１０，８１０　制御部、５２０，６２
０，８２０　記憶部、５３０，６３０　表示部、５４０　入力部、５５５，５５５Ａ　記
録媒体、６００　映像表示装置、８００Ａ　サービスサーバ、８００Ｓ　検索サーバ、８
００Ｗ　Ｗｅｂサーバ、１０００　ネットワークシステム。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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